
年間授業計画

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

「論理国語」大修館書店

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理
解を深めることができるようにする。

国語 論理国語 2

態

１
学
期

単元　【第Ⅰ部】1　世界・言葉・
私
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、進んで筆者の
主張とその根拠や論拠をとらえよう
とするとともに、内容に関して自ら
の考えをもち伝えること。

・指導事項　筆者が定義すること
を的確に押さえ、主張をとらえ
る。これからの時代における「書
く」「読む」力について、自分の
考えをもつ。
・教材「世界を広げる『批評』の
言葉」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

論理国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わ
りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができる。

単元【第Ⅰ部】1　世界・言葉・私
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会、自然などについて、文
章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結び付けて、新たな観点
から自分の考えを深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、本文中の語句の定義を押さ
え、粘り強く筆者の主張を読み取ろ
うとすること。

・指導事項　語の定義や対比を手
がかりに、筆者の主張を的確にと
らえる。日本の文化の特徴をふま
えつつ、対話についての理解を深
める。
・教材「対話の精神」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などを的確に
とらえ、論点を明確にしながら要旨を把握し
ている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の語句の定義を
押さえ、粘り強く筆者の主張を読み取ろうと
している。

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
を深め、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

論理国語

配当
時数

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続した
りするしかたについて理解を深めている。
［⑴ウ］
・筆者の主張とその前提や反証などについて
理解を深めている。［⑵ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理
の展開をふまえながら要旨を把握している。
［Ｂ⑴ア］
・「読むこと」において、主張を支える根拠
や結論を導く論拠をとらえるとともに、批判
的に検討している。［Ｂ⑴ウ］
・「読むこと」において、文章の内容を人
間、社会、自然などのテーマに結びつけて自
分の考えを深めている。［Ｂ⑴カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠をとら
えようとするとともに、内容に関して自らの
考えをもち伝えようとしている。

○○

○〇 3

○ 3

○ ○



定期考査

１
学
期

・指導事項　身近な言葉につい
て、他者にもわかるように定義す
る。言葉の意義や機能について理
解を深める。
・教材「言葉を定義する」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

単元【第Ⅰ部】1　世界・言葉・私
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識した
り説明したりすることを可能にする
働きがあることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の妥当性や信頼性を吟味しなが
ら、自分の立場や論点を明確にし
て、主張を支える適切な根拠をそろ
えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、言葉そのもの
に厳密に向き合おうとすること。

単元【第Ⅰ部】8　グローバル化の
先へ
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
実社会や学術的な学習の基礎に関す
る事柄について、書き手の立場や論
点などの様々な観点から情報を収
集、整理して、目的や意図に応じた
適切な題材を決めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習の見通し
をもって、全体の構成を意識しつ
つ、調べたことをレポートにまとめ
ようとすること。

・指導事項　目的を明確にして、
適切な引用を行う。多様な方法で
情報を収集し、効果的な構成を考
えて書く。
・教材「調べたことをレポートに
まとめる」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

単元【第Ⅰ部】2　芸術と文化
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、本文中の比喩表現に注意し
つつ、粘り強く筆者の主張をとらえ
ること。

・指導事項　比喩的な表現に注意
しつつ、論の展開をとらえる。筆
者の主張をふまえて、美しさにつ
いて、理解を深める。
・教材「ミロのヴィーナス」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

○

4

1○

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことを通して、語感　を磨き語彙を豊
かにしている。言葉の意味内容をあらためて
考え、認識や思考と言葉との関係を理解して
いる。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などを的確に
とらえ 、論点を明確にしながら要旨を把握し
ている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、文章の構成や論理
の展開、表現のしかたについて、書き手の意
図との関係において多面的・多角的な視点か
ら評価している。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の比喩表現に注
意しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよう
としている。

○〇

2〇 ○○

【知識・技能】
・定義を考えることから、言葉が言葉そのも
のの働きを表すことを理解している。［⑴
ア］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、定義を考えるため
の情報の信頼性や妥当性について適切な判断
をしながら、客観化・相対化をして明確に考
えている。［Ａ⑴イ、エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉そのものに厳密に向き合おうとしてい
る。

○

〇

【知識・技能】
・文章の種類にもとづく効果的な段落の構造
や論の形式など、文章の構成や展開のしかた
について理解を深めている。[(1)エ]
・情報を重要度や抽象度などによって階層化
して整理する方法について理解を深めてい
る。[(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、実社会や学術的な
学習の基礎に関する事柄について、書き手の
立場や論点などのさまざまな観点から情報を
収集、整理して、目的や意図に応じた適切な
題材を決めている。[Ａ(1)ア]
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現のしかたなどについて、自分の主張
が的確に伝わるように書かれているかなどを
吟味して、文章全体を整えたり、読み手から
の助言などをふまえて、自分の文章の特長や
課題をとらえ直したりしている。[Ａ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、全体の構成を意識
しつつ、積極的に調べたことをレポートにま
とめようとしている。

○ ○ ○

○

2



〇

１
学
期

定期考査

単元【第Ⅰ部】2　芸術と文化
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手
の立場や目的を考えながら、内容の
解釈を深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、具体例の役割に注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとすること。

・指導事項　統計資料や事例と筆
者の主張との関係をとらえる。社
会構造の変化が、思考・感情に影
響を与えることについて考えを深
める。
・教材「家族化するペット」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

単元【第Ⅰ部】3　共同体のいま
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、資料との関
係を把握し、内容や構成を的確に捉
えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、グラフと本文の内容を関連
づけながら、粘り強く筆者の主張を
とらえようとすること。

単元【第Ⅰ部】2　芸術と文化
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の妥当性や信頼性を吟味しなが
ら、自分の立場や論点を明確にし
て、主張と支える適切な根拠をそろ
えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、単元の学習を
生かして、具体と抽象を意識して、
説明文を書こうとする。

・指導事項　的確に伝わるように
具体的に書いたり抽象的に書いた
りする。
・教材「具体的／抽象的に書く」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

○ ○ 2

○ ○ 1

4○○

○

4

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、資料との関係を把握し、内容や構成を
的確にとらえている。[Ｂ(1)イ]
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、グラフと本文の内容を
関連づけながら、粘り強く筆者の主張をとら
えようとしている。

〇

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。言葉の意味内容をあらためて
考え、認識や思考と言葉との関係を理解して
いる。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などを的確に
とらえ、論点を明確にしながら要旨を把握し
ている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、関連する文章や資
料を基に、書き手の立場や目的を考えながら
内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、具体例の役割に注目し
つつ、粘り強く筆者の主張をとらえようとし
ている。

○ ○ ○

【知識・技能】
・文や文章の効果的な組立て方や接続のしか
たについて理解を深めている。［(1)ウ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化
して整理する方法について理解を深めてい
る。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、個々の文の表現の
しかたや段落の構造を吟味するなど、文章全
体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的
確に伝わる文章になるように工夫している。
［Ａ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に単元の学習を生かしながら、具体
と抽象を意識して、説明文を書こうとしてい
る。

・指導事項　具体例の果たす役割
を理解し、その意図を適切に読み
取る。「美」についての筆者の主
張をとらえ、自分の考えを深め
る。
・教材「余白の美学」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等



単元【第Ⅰ部】4　科学の可能性
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
実社会や学術的な学習の基礎に関す
る事柄について、書き手の立場や論
点などの様々な観点から情報を収
集、整理して、目的や意図に応じた
適切な題材を決めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、ワークシート
などの学習課題に取り組み、意見文
執筆に取り組もうとすること。

・指導事項　主張と根拠をとら
え、的確に要約する。立場を明確
にし、根拠を示しながら自分の意
見を書く。
・教材「立場を明確にして書く」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・意見文を書くために必要な論の構成を理解
している。［(1)エ］
・筆者の主張とその根拠をとらえている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、筆者の主張と根拠
を押さえた要約をしている。［A(1)ア］
・「書くこと」において、自身の主張と、そ
れに対する根拠を書き出している。［A(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、ワークシートなどの学習課題に
取り組み、意見文執筆に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

単元【第Ⅰ部】4　科学の可能性
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情
報との関係について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠
を批判的に検討し、文章や資料の妥
当性や信頼性を吟味して、内容を解
釈すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、表や具体例の
作成などの学習課題に取り組むこ
と。

・指導事項　具体例をふまえて、
筆者の主張をとらえる。人工知能
の歴史と現状、その特徴について
的確に読み取る。
・教材「人工知能の可能性と罠」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・本文中の接続詞の役割や語句について理解
している。［(1)イ］
・本文の具体例と主張の関係、本文記述と表
の対応関係について理解している。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、本文の具体例、論
拠を押さえた上で、結論について理解してい
る。［Ｂ(1)ウ］
・「読むこと」において、本文全体の構成を
読み取り、論理の展開のしかたを理解してい
る。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、表や具体例の作成などの学習課
題に取り組んでいる。

○ ○

単元【第Ⅰ部】3　共同体のいま
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会、自然などについて、文
章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結び付けて、新たな観点
から自分の考えを深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習活動に取
り組む中で、自らの課題を把握し、
その克服に努めようとすること。

２
学
期

単元【第Ⅰ部】4　科学の可能性
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠
を批判的に検討し、文章や資料の妥
当性や信頼性を吟味して内容を解釈
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、論理の展開に注目しつつ、
粘り強く筆者の主張をとらえようと
すること。

・指導事項　論理の展開を的確に
押さえ、筆者の主張をとらえる。
科学技術の進歩と人間の本質につ
いて、考えを深める。
・教材「自己をモデル化する知
能」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

2

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。言葉の意味内容をあらためて
考え、認識や思考と言葉との関係を理解して
いる。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠
や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や
資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈
している。[Ｂ(1)ウ]
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、論理の展開に注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえようとして
いる。

2

4

〇

○ 3

・指導事項　グラフと関連づけな
がら本文の内容を読み取る。日本
社会の特徴について、理解を深め
る。
・教材「統計資料から分析したこ
とを書く」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・統計資料を根拠として読み手に納得しても
らうための文章の構成について、理解を深め
ている。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、統計資料を読み取
り、自分の書く文章の主張を支えるために必
要な情報を抽出している。［Ａ(1)ア］
・「書くこと」において、根拠となる情報の
妥当性・信頼性に言及しつつ、それに支えら
れる主張を明確に書いている。［Ａ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習活動に取り組む中で、自らの課題を把
握し、その克服に努めようとしている。

○ ○ ○

○ ○ ○



定期考査

・指導事項　筆者の方言に対する
視点や分析のしかたを的確にとら
える。方言と社会の変容との関係
に興味をもち、探究する。
・教材「『方言コスプレ』現象」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

単元【第Ⅰ部】5　日本語の多様性
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情
報との関係について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
設定した題材に関連する複数の文章
や資料を基に、必要な情報を関係づ
けて自分の考えを広げたり深めたり
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、方言に関する具体例に注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとら
えようとしている。

○

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資
料をもとに、書き手の立場や目的を考えなが
ら、内容の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
・「読むこと」において、設定した題材に関
連する複数の文章や資料をもとに、必要な情
報を関係付けて自分の考えを広げたり深めた
りしている。[Ｂ(1)キ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、方言に関する具体例に
注目しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとしている。

○

２
学
期

単元【第Ⅰ部】5　日本語の多様性
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手
の立場や目的を考えながら、内容の
解釈を深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、敬語のもつ働きに注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとしている。

・指導事項　敬語についての筆者
の主張と論理の展開を的確につか
む。敬語や若者言葉など、言葉と
社会の関係に興味をもち、考えを
深める。
・教材「敬語への自覚、他者への
自覚」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資
料をもとに、書き手の立場や目的を考えなが
ら、内容の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、敬語のもつ働きに注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえようと
している。

○ ○ 3

○

○

1

○ ○ 3



〇

【知識・技能】
・本文において主張に当たる情報とそれを裏
づける情報とを明確に区別している。［(2)
ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、本文の構成におけ
る具体例の役割について的確に理解してい
る。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文の内容に興味をもち、意欲的に学習活
動に取り組もうとしている。

・指導事項　集めた情報を観点に
応じて整理・分類する。
・整理・分類した情報をもとに、
自分の考えを書く。
・教材「情報を集めて分類する」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

単元【第Ⅰ部】5　日本語の多様性
【知識及び技能】
情報を重要度や抽象度などによって
階層化して整理する方法について理
解を深め使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
実社会や学術的な学習の基礎に関す
る事柄について、書き手の立場や論
点などの様々な観点から情報を収
集、整理して、目的や意図に応じた
適切な題材を決めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習の見通し
をもって、分類の観点を意識しつ
つ、集めた情報を粘り強く整理しよ
うとしている。

○

単元【第Ⅰ部】6　思考の枠組み
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類や論理の展開、表現の仕
方について、書き手の意図との関係
において多面的・多角的な視点から
評価すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、本文と図版を
関係づけて読むことをとおして、段
落相互の関係に注意しながら、書き
手の意図との関係において構成や展
開を積極的にとらえ、今後の学習に
生かそうとすること。

・指導事項　エピソードや具体例
の役割に注意し、本文と図版を関
係づけながら読む。絵を見る方法
を的確に読み取り、ものの見方を
広げる。
・教材「絵を見る技術」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

２
学
期

○ ○ ○

単元【第Ⅰ部】6　思考の枠組み
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情
報との関係について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、本文の内容に
興味をもち、意欲的に学習活動に取
り組もうとすること。

・指導事項　実験結果などの具体
例の本文中での役割を理解し、主
張を読み取る。記憶や学習におけ
るスキーマの働きを理解し、もの
の見方を広げる。
・教材「スキーマと記憶」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

定期考査

【知識・技能】
情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深めている。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、実社会や学術的な
学習の基礎に関する事柄について、書き手の
立場や論点などのさまざまな観点から情報を
収集、整理して、目的や意図に応じた適切な
題材を決めている。[Ａ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、分類の観点を意識
しつつ、集めた情報を粘り強く整理しようと
している。

○ ○ ○ 3

○

3

3〇

【知識・技能】
・文章の種類にもとづく効果的な段落の構造
や論の形式など、文章の構成や展開のしかた
について理解を深めている。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や論理
の展開、表現のしかたについて，書き手の意
図との関係において多面
的・多角的な視点から評価している。［Ｂ(1)
エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文と図版を関係づけて読むことをとおし
て、段落相互の関係に注意しながら、書き手
の意図との関係において構成や展開を積極的
にとらえ、今後の学習に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○

1



【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。言葉の意味内容をあらためて
考え、認識や思考と言葉との関係を理解して
いる。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠
や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や
資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈
している。［Ｂ(1)ウ］
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、学説の引用に注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえようとして
いる。

○ ○

３
学
期

5

単元【第Ⅰ部】7　社会の原点
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、本文と図版を
関係づけて読むことをとおして、学
習課題に沿って、具体的なエピソー
ドに注目しつつ、粘り強く筆者の主
張をとらえようとしている。

・指導事項　論の展開のしかた
や、具体的なエピソードの意図を
理解する。言語・法・貨幣がどの
ような存在かを読み取り、社会に
対する認識を深める。
・教材「社会的実在としての言
語・法・貨幣」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

単元【第Ⅰ部】7　社会の原点
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠
を批判的に検討し、文章や資料の妥
当性や信頼性を吟味して内容を解釈
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、本文と図版を
関係づけて読むことをとおして、学
習課題に沿って、学説の引用に注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとら
えようとすること。

・指導事項　学説を引きながら論
述する文章を読み、主張をとらえ
る。食習慣を切り口にして人類社
会の成り立ちについて考える。
・教材「分かち合う社会」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

○

〇 ○

3○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。言葉の意味内容をあらためて
考え、認識や思考と言葉との関係を理解して
いる。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などを的確に
とらえ、論点を明確にしながら要旨を把握し
ている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、具体的なエピソードに
注目しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとしている。

〇



1

合計

70

単元【第Ⅰ部】8　グローバル化の
先へ
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手
の立場や目的を考えながら、内容の
解釈を深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、文章全体の構成に注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとすること。

・指導事項　文章全体の構成を意
識して、筆者の主張をとらえる。
文明と海や人との関係を知り、普
遍的な文明について理解を深め
る。
・教材「心に『海』を持って」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増し、文章の中
で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊
かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資
料をもとに、書き手の立場や目的を考えなが
ら、内容の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
・「読むこと」において、人間、社会、自然
などについて、文章の内容や解釈を多様な論
点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点
から自分の考えを深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、文章全体の構成に注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえようと
している。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○

３
学
期

単元【第Ⅰ部】7　社会の原点
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
個々の文の表現の仕方や段落の構造
を吟味するなど、文章全体の論理の
明晰さを確かめ、自分の主張が的確
に伝わる文章になるように工夫する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習の見通し
をもって、意見交換のポイントを意
識しつつ、積極的に他者と意見交換
をしようとすること。

・指導事項　主張と根拠の関係や
叙述の適切さなどを吟味する。他
者からの指摘を受けて、自分の文
章を改善する。
・教材「意見を交流する」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・文や文章の効果的な組立て方や接続のしか
たについて理解を深めている。［(1)ウ］
・文章の種類にもとづく効果的な段落の構造
や論の形式など、文章の構成や展開のしかた
について理解を深めている。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、個々の文の表現の
しかたや段落の構造を吟味するなど、文章全
体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的
確に伝わる文章になるよう工夫している。
［Ａ(1)オ］
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現のしかたなどについて、自分の主張
が的確に伝わるように書かれているかなどを
吟味して、文章全体を整えたり、読み手から
の助言などをふまえて、自分の文章の特長や
課題をとらえ直したりしている。［Ａ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、意見交換のポイン
トを意識しつつ、積極的に他者と意見交換を
しようとしている。

○ ○ ○ 3



年間授業計画

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

①情景や心情を表す語彙を増やし文学的な表現技法
を理解する。
②文学的な文章から我が国の言語文化を理解する。
③ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の
意義を理解する。

【書くこと】
文学的な文章を書くための能力を身につける。
【読むこと】
構成、展開、描写、表現に注意し内容を解釈し、社
会や人間への見方、考え方を深める。

文学的な文章について、積極的に読書活動に取り組
み、興味関心を深める。学習の課題に沿って、粘り
強く取り組み、表現能力の向上につとめ、身に付け
た能力で表現活動に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

「標準文学国語」第一学習社
国語

【 知　識　及　び　技　能 】近現代のすぐれた文学的な文章に触れ、言語能力を磨き、知識と教養を身につけ、読書の効用を理解する。
描写や表現に注意し内容の理解を深め、文学的な文章を書く能力を身につける。
言葉がもつ価値への認識を深め，読書に親しみ言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文学国語演習
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

国語 文学国語演習
国語 文学国語演習 2

○ 5

B 単元「現代の詩」
【知識及び技能】
　現代詩の構成や比喩に着目して読み、
作者の社会や他者への捉え方を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品に現れているものの見方、感じ
方、考え方を捕える方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　象徴的な表現や表現上の工夫を読み取
りそこに込められた心情を理解し課題に
取り組む。

・指導事項
・教材
　「生命は／吉野弘」「食事／高
階杞一」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　現代詩の表現技法や心情の機微を表す表現につ
いての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、解釈の多様性について考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　象徴的な表現や表現上の工夫を読み取りそこに
込められた心情を理解し、積極的に課題に取り組
む。

○ ○ ○ 4

１
学
期

A 単元「現代の小説」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　「調理師のるみ子さん／いしい
しんじ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○

定期考査 実施せず 定期考査は実施せず、課題提出やグループ
ワーク等により評価する。

D 単元「随想〈芸術〉」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　絵画を紹介する文章を読み読み手をひ
きつけるための工夫を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、選んだ素材に
応じて情報収集し読み手の関心を得られ
るように表現できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　芸術作品を紹介する文章における表現
の工夫や構成を理解し、それを活かして
課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　「真珠の耳飾りの少女／原田マ
ハ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 5

定期考査 実施せず 定期考査は実施せず、課題提出やグループワーク等
により評価する。

Ｃ 単元「現代の小説」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　「旅する本／角田光代」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○ ○ 6

○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　芸術作品の紹介の文章について、読み手に伝わ
るように表現、構成を工夫し課題に取り組むことが
できる。

○



２
学
期

Ｅ 単元「近代の小説」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　「こころ／夏目漱石」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○

定期考査 実施せず 定期考査は実施せず、課題提出やグループワーク等
により評価する。

Ｇ 単元「近代の小説」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　「室生犀星／幼年時代」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○ ○ 5

○ 10

Ｆ 単元「戦争と文学」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。小説の背景を理解
し、戦争と人間との関わりを小説から読
み解く。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　「バグダッドの靴磨き／米原万
里」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○ ○ 8



２
学
期

Ｈ 単元「近代の小説」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　　「山月記／中島敦」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○ ○ 7

定期考査 実施せず 定期考査は実施せず、課題提出やグループワーク等
により評価する。

○ 5

定期考査 実施せず 定期考査は実施せず、課題提出やグループワーク等
により評価する。

○ 9

Ｊ 単元「近代の詩」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　近代詩の構成や比喩に着目して読み、
作者の社会や他者への捉え方を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品に現れているものの見方、感じ
方、考え方を捕える方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　象徴的な表現や表現上の工夫を読み取
りそこに込められた心情を理解し課題に
取り組む。

・指導事項
・教材
　　「こころ／萩原朔太郎」「汚
れちまった悲しみに……／中原中
也」「永訣の朝／宮沢賢治」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○ ○ 6

Ｉ 単元「現代の小説」
【知識及び技能】
　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　文学的な文章の文体の特徴や表現の技
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章
を書くために選んだ題材に応じて情報収
集し読み手の関心を得られるように表現
できる。
　「読むこと」において、構成や展開、
表現の仕方に注意し、ものの見方、感じ
方、考え方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　登場人物の心情を理解し、作品に関連
する事項を調べ、課題に取り組む。

・指導事項
・教材
　　「卒業／魚住直子」「ひよこ
の眼／山田詠美」

・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにしている。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　「読むこと」において、構成、展開描写を踏まえ
て、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　　登場人物の心情を理解し、積極的に課題に取り
組む。

○ ○

合計

70

３
学
期

Ｋ 単元「創作をする」
【知識及び技能】
 　現代語の基礎的な語彙を習得する。
　表現に注意して物語を創造する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」読み手の関心が得られる
よう、文章の構成や展開を工夫する方法
を学ぶ。
　これまで学んだ文学的な文章の表現を
活用し自己の作品への活かし方を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　これまで学んだことを活かし、積極的
に物語の創造に取り組む。

・指導事項
・教材
　「物語を創造する〈物語を表現
する力〉／佐藤雅彦」
・一人１台端末の活用　等
　　創作した「物語」を端末で作
成し提出する。 ○ ○ ○

【知識及び技能】
　　文学的な文章の表現技法や心情の機微を表す表
現についての語彙を豊かにし使用している。
　　現代語の小テストを毎週実施。
【思考力・判断力・表現力等】
　「書くこと」において、文学的な文章を書くため
に情報を集め、表現している。
　文章の構成、展開、表現の仕方について、伝えた
いことが相手に伝わるように書かれているかを検討
し、表現に取り組んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　　本文中の例を参考にして、学習課題に沿って積
極的に物語を創作しようとしている。
　　他の生徒からの批評を前向きにとらえ、自作の
物語の課題を明らかにしようとしている。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

「高等学校　精選　古典探究」第一学習社
国語

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理
解を深めることができるようにする。

国語 古典探究
国語 古典探究 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

古典探究
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、我が国の言語文
化に対する理解を深めている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたり
しながら、言葉がもつ価値への認識を深めよ
うとしているとともに、古典に親しむことで
自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手
としての自覚を深めようとしている。

○ 2

単元　【第Ⅰ部】説話（一）
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りについて理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、説話を読み、
編者の考えを整理して内容を解釈
し、それを評価しようとすること。

・指導事項　説話という文章の種
類に注意して、展開や内容を的確
に捉える。
・教材「歌ゆゑに命を失ふ事」
（沙石集）
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し、古典を読むために必要な語句の量を増
すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。（(1)ア)
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ）
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、展開を的確に捉え
ている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・書き手の意図を捉えて内容を解釈し、文章
の展開について評価している。（A(1)ウ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に説話を読み、編者の考えを整理し
て内容を解釈し、それを評価しようとしてい
る。
・助動詞「き」「けり」の意味を理解し、学
習の見通しをもって調べたり説明したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 2

１
学
期

単元　【第Ⅰ部】説話（一）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、展開を的確
に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、説話を読み、
和歌を含んだ説話の特質について理
解を深めようとすること。

・指導事項　著名な和歌にまつわ
る話を読み、説話として語り伝え
られた背景事情について理解を深
める。
・教材「小式部内侍が大江山の歌
の事」（十訓抄）
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典の作品に表れている、修辞の特色につ
いて理解を深めている。（(1)エ）
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ）
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、展開を的確に捉え
ている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に説話を読み、和歌を含んだ説話の
特質について理解を深めようとしている。
・和歌の修辞について理解し、学習の見通し
をもって調べたり発表しようとしたりしてい
る。

○ ○



１
学
期

単元　【第Ⅰ部】説話（一）
【知識及び技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方
に親しみ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
関心をもった事柄に関連する古典の
作品や文章などを基に、自分のもの
の見方、感じ方、考え方を深めるこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習の見通し
をもって、小式部内侍と和泉式部に
関する資料を、図書館の資料などを
用いて、進んで調べようとするこ
と。

・指導事項　『古今著聞集』の
「小式部内侍が大江山の歌の事」
に関連させて、著名な歌人である
母和泉式部と小式部内侍との親子
関係を調査する。
・教材「小式部内侍と和泉式部」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、小式部内侍と和泉
式部に関する資料を、図書館の資料などを用
いて、進んで調べようとしている。
・集めた作品の内容を解釈し、小式部内侍と
和泉式部の親子関係について考えたことを積
極的に説明しようとしている。

○ ○

定期考査
○ 1

○ 2

単元　【第Ⅰ部】故事・寓話
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら故事成語の意味
を進んで調査するとともに、その由
来となった話を読んで、わかった内
容を説明しようとすること。

・指導事項　現在使われている言
葉の由来となった漢文を読み、漢
文が日本語に与えた影響について
理解を深める。
・教材「推敲・呉越同舟・嬰逆
鱗・知音」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
・時間の経過による言葉の変化や、古典が現
代の言葉の成り立ちにもたらした影響につい
て理解を深めている。（(2)ウ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・必要に応じて書き手の考えや目的、意図を
捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成
や展開、表現の特色について評価している。
（A(1)ウ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語の意味を進んで調査するととも
に、その由来となった話を読んで、わかった
内容を説明しようとしている。

○ ○ ○ 3

○



１
学
期

単元【第Ⅰ部】随筆（一）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、随筆に表れた
作者の考えを読み取り、自分のもの
の見方、考え方を深めようとするこ
と。

・指導事項　争乱と政変の時代を
生きた作者の、世の諸事象に向け
た批評の目を通して、ものの見方
や考え方を深める。
・教材「徒然草」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典の作品に表れている、言葉の響きやリ
ズムなどの表現の特色について理解を深めて
いる。（(1)エ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・必要に応じて書き手の意図を捉えて内容を
解釈し、文章の構成や展開、表現の特色につ
いて評価している。（A(1)ウ）
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりしている。（A(1)オ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・随筆に表れた作者の考えを積極的に読み取
り、自分のものの見方、考え方を深めようと
している。
・作品に表れた無常観を読み取り、学習課題
に沿って、我が国の中世的なものの見方、考
え方に対して理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 4



１
学
期

3

単元【第Ⅰ部】随筆（一）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、作品に表れた
無常観を粘り強く読み取り、自分の
ものの見方、考え方を深めようとし
ている。

・指導事項　鎌倉初期という時代
の転換期に作者が抱いた、人の世
に対する思いを通して、ものの見
方や考え方を深める。
・教材「方丈記」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典の作品に表れている、言葉の響きやリ
ズムなどの表現の特色について理解を深めて
いる。（(1)エ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質について理解を深めている。（(2)
ア)
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・必要に応じて書き手の意図を捉えて内容を
解釈し、文章の構成や展開、表現の特色につ
いて評価している。（A(1)ウ）
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりしている。（A(1)オ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に表れた無常観を粘り強く読み取り、
自分のものの見方、考え方を深めようとして
いる。
・文体の歴史的背景をふまえて『方丈記』を
読み、学習課題に沿って、表現の特色を評価
しようとしている。

○ ○ ○



１
学
期

単元【第Ⅰ部】随筆（一）
【知識及び技能】
古典の作品や文章の種類とその特徴
について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、『方丈記』の
表現の特色を分析しようとしてい
る。

・指導事項　鴨長明『方丈記』の
表現について分析したうえで、無
常観という観点で兼好法師『徒然
草』と比較をする。
・教材「無常観の表現」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典の作品に表れている、言葉の響きやリ
ズム、修辞などの表現の特色について理解を
深めている。（(1)エ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質について理解を深めている。（(2)
ア)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・必要に応じて書き手の意図を捉えて内容を
解釈し、文章の構成や展開、表現の特色につ
いて評価している。（A(1)ウ）
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりしている。（A(1)オ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
・古典の作品や文章を多面的・多角的な視点
から評価することを通して、我が国の言語文
化について自分の考えを広げたり深めたりし
ている。（A(1)ク）
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に『方丈記』の表現の特色を分析し
ようとしている。
・今までの学習を生かして、『方丈記』と
『徒然草』を読み比べ、わかったことを積極
的に伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 3

2

単元【第Ⅰ部】古代の史話
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、史伝を読んで
韓信の作戦を整理し、現代における
「背水の陣」の意味との関連性を説
明しようとしている。

・指導事項　史伝を読んで登場人
物の言動を押さえ、韓信のとった
作戦の巧みさを理解する。
・教材「背水之陣」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア）
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・必要に応じて書き手の考えや目的、意図を
捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成
や展開、表現の特色について評価している。
（A(1)ウ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に史伝を読んで韓信の作戦を整理
し、現代における「背水の陣」の意味との関
連性を説明しようとしている。

○ ○ ○



１
学
期

単元【第Ⅰ部】古代の史話
【知識及び技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方
に親しみ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを
読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、「背水之陣」
と『史記』「淮陰侯列伝」とを粘り
強く読み比べ、韓信の戦略の背景を
整理しようとすること。

・指導事項　韓信の伝記を記した
『史記』「淮陰侯列伝」を読み、
教科書本文では省略されている、
韓信が「背水の陣」という戦略を
とるに至った背景を捉える。
・教材「韓信の戦略」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりしている。（A(1)オ）
・古典の作品や文章を多面的・多角的な視点
から評価することを通して、我が国の言語文
化について自分の考えを広げたり深めたりし
ている。（A(1)ク）
【主体的に学習に取り組む態度】
・「背水之陣」と『史記』「淮陰侯列伝」と
を粘り強く読み比べ、韓信の戦略の背景を整
理しようとしている。

○ ○ ○ 3

1
定期考査

○ ○

２
学
期

単元【第Ⅰ部】物語（一）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、歌物語を読
み、文語のきまりや古典特有の表現
に注意しながら、内容を捉えようと
すること。

・指導事項　物語の中で和歌が果
たしている役割を押さえながら、
場面と登場人物の心情とを読み味
わう。
・教材「伊勢物語」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・歌物語を読み、文語のきまりや古典特有の
表現に注意しながら、積極的に内容を捉えよ
うとしている。
・学習の見通しを持って歌物語を読み、文章
の中で和歌が重要な役割を果たす歌物語の特
徴について、理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 5

単元【第Ⅰ部】物語（一）
【知識及び技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方
に親しみ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを
読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習の見通し
をもって、『伊勢物語』の惟喬親王
関連の資料を、図書館の資料などを
用いて、進んで調べようとするこ
と。

・指導事項　『伊勢物語』の惟喬
親王関連の章段を複数読み比べる
ことで、在原業平をモデルとした
右馬頭と惟喬親王との主従関係を
考える。
・教材「主従の愛」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、『伊勢物語』の惟
喬親王関連の資料を、図書館の資料などを用
いて、進んで調べようとしている。
・集めた資料の内容を解釈し、読後感の違い
について考えたことを積極的に発表しようと
している。

○ ○ ○ 2



２
学
期

単元【第Ⅰ部】項羽と劉邦
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、各場面の展開
を整理し、登場人物の言動から、そ
れぞれの心情や性格を進んで捉えよ
うとすること。

・指導事項　登場人物の描写を読
み解くことを通して、戦乱の時代
を生きた人々の人物像について考
察を深める。
・教材「鴻門之会」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・必要に応じて書き手の考えや目的、意図を
捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成
や展開、表現の特色について評価している。
（A(1)ウ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・各場面の展開を整理し、登場人物の言動か
ら、それぞれの心情や性格を進んで捉えよう
としている。

○ ○ ○ 4

単元【第Ⅰ部】項羽と劉邦
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、積極的に史伝
を読み、追い詰められていく項王の
心境を捉えようとすること。

・指導事項　追い詰められていく
項王の心境を読み取り、人間の生
き方についての考えを深める。
・教材「四面楚歌」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・必要に応じて書き手の考えや目的、意図を
捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成
や展開、表現の特色について評価している。
（A(1)ウ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に史伝を読み、追い詰められていく
項王の心境を捉えようとしている。
・「四面楚歌」と「鴻門之会」とを粘り強く
読み比べ、それぞれに描かれた項王の人物像
の違いと、その違いが生じた理由を説明しよ
うとしている。

○ ○ ○ 3



２
学
期

2

定期考査
○ ○ 1

単元【第Ⅰ部】項羽と劉邦
【知識及び技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方
に親しみ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを
読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、「高祖本紀」
の記述から、劉邦の人柄を積極的に
読み取ろうとすること。

・指導事項　劉邦の伝記である
「高祖本紀」から、項羽とは対照
的な劉邦の人柄を読み取る。
・教材「劉邦の人物像」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
・古典の作品や文章を多面的・多角的な視点
から評価することを通して、我が国の言語文
化について自分の考えを広げたり深めたりし
ている。（A(1)ク）
【主体的に学習に取り組む態度】
・「高祖本紀」の記述から、劉邦の人柄を積
極的に読み取ろうとしている。

○ ○ ○

5

単元【第Ⅰ部】物語（二）
【知識及び技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方
に親しみ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習の見通し
をもって、図書館の資料などを用い
て、「光る君誕生」の続きや光源氏
の官職と治的立場を、進んで調べよ
うとすること。

・指導事項　桐壺の更衣と弘徽殿
の女御との軋轢を、後宮と政治と
のつながりに留意し、更衣の最期
や、光源氏の政治的立場を調査
し、その成果をまとめたり発表し
たりする。
・教材「『源氏物語』と政治」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって、図書館の資料など
を用いて、「光る君誕生」の続きや光源氏の
官職と治的立場を、進んで調べようとしてい
る。
・集めた資料の内容を解釈し、わかったこと
を積極的にまとめようとしている。

○ ○ ○ 2

単元【第Ⅰ部】物語（二）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、今までの学習
を生かして長編物語をよみ、人物造
形・心理描写・和歌の役割などに注
意しながら、積極的に内容を捉えよ
うとすること。

・指導事項　歌物語と作り物語の
二つの系譜を受け継ぐ長編物語を
読んで、人物造形や心理描写の一
端に触れる。
・教材「源氏物語」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・今までの学習を生かして長編物語をよみ、
人物造形・心理描写・和歌の役割などに注意
しながら、積極的に内容を捉えようとしてい
る。
・内容を的確に捉えるために、作品の中で使
われる敬語表現を積極的に理解して、説明し
ようとしている。

○ ○ ○



２
学
期

3

定期考査
○ ○ 1

単元【第Ⅰ部】漢詩の鑑賞
【知識及び技能】
古典の作品や文章の種類とその特徴
について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、漢詩の表現や
技法への理解を深めるとともに、作
品にこめられた作者の思いを進んで
読み取ろうとすること。

・指導事項　漢詩の表現や技法へ
の理解を深め、古代中国の人々が
自然や人事に向けた思いを通して
考えを広げる。
・教材「中国の詩」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響
きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。（(1)エ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・必要に応じて書き手の考えや目的、意図を
捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成
や展開、表現の特色について評価している。
（A(1)ウ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢詩の表現や技法への理解を深めるととも
に、作品にこめられた作者の思いを進んで読
み取ろうとしている。

○ ○ ○



３
学
期

単元【第Ⅰ部】物語（三）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、軍記物語を思
想的背景・歴史的背景に注意しなが
ら読み、積極的に自分の考えを広げ
たり深めたりしようとすること。

・指導事項　軍記物語を読んで、
登場人物の行動と、それを支える
思想や歴史的背景を理解し、考え
を深める。
・教材「平家物語」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典の作品に表れている、言葉の響きやリ
ズムなどの表現の特色について理解を深めて
いる。（(1)エ）
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・軍記物語を思想的背景・歴史的背景に注意
しながら読み、積極的に自分の考えを広げた
り深めたりしようとしている。
・文体の歴史的背景をふまえて『平家物語』
を読み、学習の見通しをもって、和漢混淆文
の特色について理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 5

単元【第Ⅰ部】物語（三）
【知識及び技能】
古典の作品や文章の種類とその特徴
について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを
読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、学習課題に
沿って、時間の経過による言葉の変
化について理解を深めている。

・指導事項　教科書に収録されて
いる『平家物語』を天草版『平家
物語』と比較して、言葉の違いや
変遷などについて考えを深める。
・教材「もう一つの『平家物
語』」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
・時間の経過による言葉の変化について理解
を深めている。（(2)ウ)
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・古典の作品や文章について、内容や解釈を
自分の知見と結び付け、考えを広げたり深め
たりしている。（A(1)オ）
・関心をもった事柄に関連する古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。（A(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、時間の経過による言葉
の変化について理解を深めている。
・覚一本と天草版の言葉の使い方や表現を比
較し、違いを積極的にまとめようとしてい
る。

○ ○ ○ 2



３
学
期

単元【第Ⅰ部】諸家の思想
【知識及び技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方
に親しみ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを
読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、儒家と道家に
ついての解説文を参照しつつ、『論
語』と『老子』とを粘り強く読み比
べ、両者の思想の共通点と相違点を
説明しようとすること。

・指導事項　儒家と道家について
解説した文章を参照しつつ、『論
語』と『老子』の本文を読み比
べ、両者の思想の共通点と相違点
を捉える。
・教材「読み比べる・論語と老
子」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。（(2)エ)
【思考・判断・表現】
・作品の成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典などを読み、その内容
の解釈を深め、作品の価値について考察して
いる。（A(1)エ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
・関心をもった事柄に関連する様々な古典の
作品や文章などを基に、自分のものの見方、
感じ方、考え方を深めている。（A(1)キ）
・古典の作品や文章を多面的・多角的な視点
から評価することを通して、我が国の言語文
化について自分の考えを広げたり深めたりし
ている。（A(1)ク）
【主体的に学習に取り組む態度】
・儒家と道家についての解説文を参照しつ
つ、『論語』と『老子』とを粘り強く読み比
べ、両者の思想の共通点と相違点を説明しよ
うとしている。

○ ○ ○ 2

単元【第Ⅰ部】諸家の思想
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、積極的に『孟
子』を読み、孟子が政治に「仁義」
を求める理由と、彼の「人性」に対
する考えを説明しようとすること。

・指導事項　『論語』と並ぶ儒家
の古典である『孟子』を読み、古
代中国思想について理解する。
・教材「孟子」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア）
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。（(1)イ）
・古典などを読むことを通して、我が国の文
化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。
（(2)ア)
・古典を読むために必要な訓読のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・必要に応じて書き手の考えや目的、意図を
捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成
や展開、表現の特色について評価している。
（A(1)ウ）
・古典の作品や文章などに表れているものの
見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社
会、自然などに対する自分の考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に『孟子』を読み、孟子が政治に
「仁義」を求める理由と、彼の「人性」に対
する考えを説明しようとしている。

○ ○ ○ 2



○ ○

合計

70

4

定期考査
○ ○ 1

単元【第Ⅰ部】物語（二）
【知識及び技能】
古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し、古典を読むために必
要な語句の量を増すことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通し積極的に他者や社会に関
わったり、思いやりや考えを広げた
り深めたりしながら、今までの学習
を生かして歴史物語を読み、作者の
意図をふまえて内容を的確に捉え、
構成や展開について積極的に評価し
ようとすること。

・指導事項　歴史物語という、実
際の歴史に取材した物語を読み、
宮中を中心とする権力者たちの姿
の一端に触れる。
・教材「大鏡」
・一人１台端末の活用、教科書、
ワークシート　等

〇

【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ア)
・古典を読むために必要な文語のきまりにつ
いて理解を深めている。（(2)イ)
【思考・判断・表現】
・文章の種類を踏まえて、構成や展開などを
的確に捉えている。（A(1)ア）
・文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に
注意して内容を的確に捉えている。（A(1)
イ）
・必要に応じて書き手の意図を捉えて内容を
解釈し、文章の構成や展開について評価して
いる。（A(1)ウ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・今までの学習を生かして歴史物語を読み、
作者の意図をふまえて内容を的確に捉え、構
成や展開について積極的に評価しようとして
いる。
・内容を的確に捉えるために、作品の中で使
われる敬語表現を積極的に理解して、説明し
ようとしている。

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史科 歴史総合
地理歴史科 歴史総合 2

1

C 欧米諸国における近代化
【知識及び技能】
・欧米の市民革命について理解させ
る。
・産業革命と交通・通信手段の革
新，工業化と世界市場の形成の過程
を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　イギリス革命・アメリカ独立革
命・フランス革命・産業革命
・教材／端末の活用
　同上

日本及び世界の歴史の展開に関して理解してい
るとともに，調査や諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめている。

歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互
の関連を，概念などを活用して多面的・多角
的に考察し，社会に見られる課題の解決に向
けて構想し，考察，構想したことを効果的に
説明し，それらを基に議論したりしている。

歴史に関わる諸事象について，国家及び社会
の形成者として，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に解決しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

明解　歴史総合（帝国書院）
地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解しているとともに，調査や諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したり，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりしている。

地理や歴史に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に解決しようとしている。

歴史総合
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】 私たちの生活や身近な地域な
どに見られる諸事象を基に，それらが歴史とつ
ながっていることを理解している。
【思考・判断・表現】様々な資料を読み取り、
資料に基づいて歴史が叙述されていることを考
察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】日常生活や身
近な地域などに見られる諸事象が，時間的な推
移や空間的な結び付きの中で歴史とつながって
いることに関心を持って学習しようとしてい
る。

○ ○ ○ 5

D 近代化の進展と国民国家形成
【知識及び技能】
　・国民統合の動向を基に、政治分
野における近代化について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・国民国家の形成・発展による対外
戦争や差別・抑圧，帝国主義が人類
に与えた変化について考察し，みず
からの言葉で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
国民国家や帝国主義政策が，現代社
会に与えた影響と課題について追究
させる。

・指導事項
　1848年革命（諸国民の春）
　イタリア・ドイツの統一
　ロシアの近代化
　アメリカの拡大
　第2次産業革命・帝国主義
・教材／端末の活用
　同上

【知識・技能】 私たちの生活や身近な地域な
どに見られる諸事象を基に，それらが歴史とつ
ながっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・国民国家の形成・発展による対外戦争や差
別・抑圧，帝国主義が人類に与えた変化につい
て考察し，みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
国民国家や帝国主義政策が，現代社会に与えた
影響と課題について追究しようとしている。

○ ○ ○ 5

１
学
期

A 歴史の扉
【知識及び技能】
諸事象が歴史とつながっている事
や、様々な資料の特性を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の資料の関係や異同に着目し
て，資料から読み取った情報の意味
や意義，特色などを考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
歴史への関心や学習に対する主体性
を身につけさせる。

・指導事項
　歴史と私たち
　歴史の特質と資料
・教材
　プリント・歴史総合ノート
・一人１台端末の活用
　Teamsを利用した課題提出

【知識・技能】 私たちの生活や身近な地域な
どに見られる諸事象を基に，それらが歴史とつ
ながっていることを理解している。
【思考・判断・表現】様々な資料を読み取り、
資料に基づいて歴史が叙述されていることを考
察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】日常生活や身
近な地域などに見られる諸事象が，時間的な推
移や空間的な結び付きの中で歴史とつながって
いることに関心を持って学習しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

B 江戸時代の日本と結びつく世界
【知識及び技能】
　資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化に伴う生活や社会の変容につ
いて考察し，問いを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
18 世紀のアジアや日本の経済と社
会、世界とのつながりについて関心
を持たせる。

・指導事項
　近代化への問い
　１８世紀のアジアと江戸幕府
　アジア・アメリカに向かうヨー
ロッパ
・教材／端末の活用
　同上

【知識・技能】 私たちの生活や身近な地域な
どに見られる諸事象を基に，それらが歴史とつ
ながっていることを理解している。
【思考・判断・表現】様々な資料を読み取り、
資料に基づいて歴史が叙述されていることを考
察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】日常生活や身
近な地域などに見られる諸事象が，時間的な推
移や空間的な結び付きの中で歴史とつながって
いることに関心を持って学習しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

E 近代化が進む日本と東アジア
【知識及び技能】
　欧米諸国の進出によるアジア諸国
の変容について，資料を読み取り，
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
「西洋の衝撃」の歴史的意義につい
て，アジア諸国の変容を比較したり
関連付けたりして考察し，みずから
の言葉で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容
が，現代社会に与えた影響と課題に
ついて追究させる。

・指導事項
　アヘン戦争・日本の開国
　新政府の誕生・日清戦争
　日露戦争
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
　欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容につ
いて，資料を読み取り，理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「西洋の衝撃」の歴史的意義について，アジア
諸国の変容を比較したり関連付けたりして考察
し，みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が，現代社
会に与えた影響と課題について追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 6



２
学
期

E 近代化が進む日本と東アジア
【知識及び技能】
　欧米諸国の進出によるアジア諸国
の変容について，資料を読み取り，
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
「西洋の衝撃」の歴史的意義につい
て，アジア諸国の変容を比較したり
関連付けたりして考察し，みずから
の言葉で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容
が，現代社会に与えた影響と課題に
ついて追究させる。

・指導事項
　アヘン戦争・日本の開国
　新政府の誕生・日清戦争
　日露戦争
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
　欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容につ
いて，資料を読み取り，理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「西洋の衝撃」の歴史的意義について，アジア
諸国の変容を比較したり関連付けたりして考察
し，みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が，現代社
会に与えた影響と課題について追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 6



２
学
期

F　第1次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】
国際関係の視点を軸に，第一次世界
大戦勃発から終戦までの経緯と，参
戦各国の社会の変化について，資料
を読み取らせる。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦の総力戦体制下にお
いて，列強の戦闘員・列強の非戦闘
員・植民地や従属地域の人々がそれ
ぞれどのような目的で戦争に協力し
たのかについて考察し，みずからの
言葉で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の
戦争参加が，現代社会に与えた影響
と課題について追究させる。

・指導事項
　第1次世界大戦
　ロシア革命
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦勃発か
ら終戦までの経緯と，参戦各国の社会の変化に
ついて，資料を読み取り，理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦の総力戦体制下において，列強
の戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域
の人々がそれぞれどのような目的で戦争に協力
したのかについて考察し，みずからの言葉で表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加
が，現代社会に与えた影響と課題について追究
しようとしている。

○ ○ ○ 7

定期考査

H　日本の行方と第二次世界大戦
【知識及び技能】
戦争とマスメディアの関わりに着目
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
ファシズム体制の形成から終戦に至
るまで，大衆がなぜ戦争に協力して
いったのか考察し，みずからの言葉
で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
世界恐慌後の各国の政治的判断と，
大衆の戦争協力が，現代社会に与え
た影響と課題について追究させる。

・指導事項
　世界恐慌・ファシズムの台頭
　満州事変・日中戦争
　第2次世界大戦
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまで
の経緯について，大衆とマスメディアの関わり
に着目しながら，資料を読み取り，理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ファシズム体制の形成から終戦に至るまで，大
衆がなぜ戦争に協力していったのか考察し，み
ずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
世界恐慌後の各国の政治的判断と，大衆の戦争
協力が，現代社会に与えた影響と課題について
追究しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

G 国際協調と大衆社会の広がり
【知識及び技能】
政治・社会・文化の変化について，
資料を読み取らせる
【思考力、判断力、表現力等】
新しい国際秩序と大衆社会の特徴に
ついて考察し，みずからの言葉で表
現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序
の成立と，２０世紀前半における大
衆社会の到来が，現代社会に与えた
影響と課題について追究させる。

・指導事項
　ヴェルサイユ体制
　民族自決のゆくえ
　大衆社会
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
ヴェルサイユ体制によって形成された国際秩序
と，国際社会や各国に生じた政治・社会・文化
の変化について，資料を読み取り，理解してい
る
【思考力、判断力、表現力等】
新しい国際秩序と大衆社会の特徴について考察
し，みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序の成立と，
２０世紀前半における大衆社会の到来が，現代
社会に与えた影響と課題について追究しようと
している。

○ ○ ○ 6



合計

70

K　多極化する世界
【知識及び技能】
冷戦下の１960年代から80年代におけ
る各国の選択と経済成長について，
資料を読み取らせ。
【思考力、判断力、表現力等】
各国の選択を比較考察し，みずから
の言葉で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦下における各国の政治的・経済
的選択が，現代社会に与えた影響と
課題について追究させる。

・指導事項
　アジア・南米の経済発展
　イスラーム復興・冷静の終結
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
冷戦下の１960年代から80年代における各国の
選択と経済成長について，資料を読み取り，理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
各国の選択を比較し，「東アジアの奇跡」が起
こった要因や世界史における意義について考察
し，みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦下における各国の政治的・経済的選択が，
現代社会に与えた影響と課題について追究しよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

I 再出発する世界と日本
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦構造や国連を中心とする平和へ
向けた新たな国際秩序について，日
本と関連付けながら資料を読み取ら
せる。
【思考力、判断力、表現力等】第二
次世界大戦以前と以後の国際秩序を
比較することで，戦争の経験が人々
に何をもたらしたのかについて考察
させる。
【知識及び技能】大戦後に形成され
た冷戦構造と国際連合による平和維
持体制が，現代社会に与えた影響と
課題について追究させる。

・指導事項
　冷戦の始まり
　日本撤退後のアジア
・教材／端末の活用
　同上

【学びに向かう力、人間性等】
冷戦構造の形成と，国連を中心とする平和へ向
けた新たな国際秩序について，日本と関連付け
ながら資料を読み取り，理解している。
【思考力、判断力、表現力等】国際連合を中心
に，第二次世界大戦以前と以後の国際秩序を比
較することで，戦争の経験が人々に何をもたら
したのかについて考察し，みずからの言葉で表
現している。
【知識及び技能】大戦後に形成された冷戦構造
と国際連合による平和維持体制が，現代社会に
与えた影響と課題について追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

J　冷戦で揺れる世界と日本
【知識及び技能】
冷戦下の緊張と緩和の経緯と，その
なかでの日本の高度経済成長や，脱
植民地化を目指す動きについて，資
料を読み取らせる。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦下の世界と日本の動向につい
て，政治・経済の関連や諸地域間の
比較を通して多面的に考察し，みず
からの言葉で表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦下における各国の動向が，現代
社会に与えた影響と課題について追
究させる。

・指導事項
　アメリカ・ソ連の緊張と緩和
　日本の復興
　中東戦争とパレスチナ問題
・教材／端末の活用
　同上

【知識及び技能】
冷戦下の緊張と緩和の経緯と，そのなかでの日
本の高度経済成長や，脱植民地化を目指す動き
について，資料を読み取り，理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦下の世界と日本の動向について，政治・経
済の関連や諸地域間の比較を通して多面的に考
察し，みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦下における各国の動向が，現代社会に与え
た影響と課題について追究しようとしている。

○ ○ ○ 7



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（　 ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民 公共
公民 公共 2

　現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛
かりとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料
から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう
にする。

　現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛
かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を
活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判
断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構
想したことを議論する力を養う。

　よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとす
る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる，現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，公
共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁
栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの
大切さについての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

公共　実教出版
公民

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解
するとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公
正に判断したりする力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民
主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国
民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

A 社会を作る私たち
【知識及び技能】
・青年期における意義を身に付け
ることができる。
・伝統や文化、社会とのかかわり
について基本的な知識を身に付け
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代の生活の中で伝統文化に由
来するものにはどのようなものが
あるかあげることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自らのキャリア形成について考
察し、追及することができる。

・指導事項
①青年期
②自己形成の課題
③職業生活、伝統
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・自らの体験などを振り返ることを通して，
自らを成長させる人間としての在り方生き方
について理解し、その知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
・社会に参画する自立した主体とは，他者と
の協働により当事者として国家・社会などの
公共的な空間を作る存在であることについて
多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 4

B 人間としてよく生きる
【知識及び技能】
・哲学者たちが追求した理想的な人
間の生き方について基本的な知識を
身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・近代ヨーロッパで生まれた，科学
的な考え方は，社会に与えた影響に
ついて表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・社会参画や公共性の確立について
思索した思想家たちの主張について
追及することができる。

・指導事項
①古代ギリシアの人間観
②科学と人間
③社会を作る人間
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・選択・判断の手掛かりとして，行為の結果
である個人や社会全体の幸福を重視する考え
方や，行為の動機となる公正などの義務を重
視する考え方などについてに知識を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方につい
て多面的・多角的に考察し，説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間と社会のあり方について，選択・判断
の手掛かりとなる考え方を使って現代社会に
見られる課題の解決を視野に主体的に関わろ
うとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○ 1

C 他者とともに生きる
【知識及び技能】
・個人の幸福や利益の追求と，社会
全体の幸福や利益の増進の対立と
いった問題について，功利主義の思
想家たちの考え方を理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・帰結主義と義務論の考え方の違い
について表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現在の正義をめぐった議論につい
て探求することができる。

・指導事項
①人間と幸福
②公正な社会をめざして
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・個人の幸福と社会の幸福の調和をめざし
た，功利主義の思想家の考え方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・現実社会における不公正の問題について，
協働的に考察し，適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における人間としてのあり方生き方につい
ての自覚を深めようとしている。

○ ○ ○ 3



１
学
期

Ｅ 民主国家における基本原理
【知識及び技能】
・近代の市民革命によって政治のあ
り方はどのように変化したのか理解
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・法の支配の考え方について理解
し、自分の言葉で表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・異なる個人の意見をどのように政
治に反映させるべきか探求すること
ができる。

・指導事項
①民主政治の成立
②民主政治の基本原理
③世界の主な政治制度
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に調整し，
相互の協働のもとで共通の利益の実現をめざ
すことが，公共的な空間を作る上で必要であ
ることについて理解している。
【思考・判断・表現】
・公共的な空間における基本的原理につい
て，個人と社会との関係における合意を政治
的にいかにして形成することができるか多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・公共的な空間に生き国民主権を担う公民と
しての自覚を基に，民主政治のしくみと課題
について主体的に追究し，意欲的に解決しよ
うとしている。

〇 〇 〇 6

Ｆ 日本国憲法の基本的性格
【知識及び技能】
・日本国憲法の成立の経過や基本原
理について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・憲法で保障されているさまざまな
権利がどのように定められたか考察
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人権と人権が衝突した場合，どの
ように調整すべきなのか探求するこ
とができる。

・指導事項
①日本国憲法の成立・性格
②自由権・平等権
③公共の福祉
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・法や規範に基づいて各人の意見や利害を公
平・公正に調整し，個人や社会の紛争を調
停，解決することなどを通して，権利や自由
が保障，実現され，社会の秩序が形成，維持
されていくことについて理解している。
【思考・判断・表現】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，協働して考察したり構想
したりしたことを，論拠をもって表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・法や規範の意義及び役割，我が国の安全保
障と防衛などに関わる現実社会の事柄や課題
といった現代の諸課題を主体的に解決しよう
としている。

〇 〇 〇 8

D 民主社会の倫理
【知識及び技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，
自由・権利と責任・義務など，公共
的な空間における基本的原理につい
て理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・現実社会における差別や偏見の問
題を具体的な事例を通じて、考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・世代間の正義にかかわる問題につ
いて，具体的な事例を通じて探求す
ることができる。

・指導事項
①人の尊厳と平等
②自由・権利と責任・義務
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，自由・権
利と責任・義務など，公共的な空間における
基本的原理について理解している。
【思考・判断・表現】
・思考実験など概念的な枠組みを用いて考察
する活動を通して，個人と社会との関わりに
おいて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について探求しよう
としている。

○ ○ ○ 3

２
学
期

G 日本の政治機構と政治参加
【知識及び技能】
・国会、内閣、裁判所の役割や権限
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・司法制度のあり方や司法参加の意
義について考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の選挙制度にはどのような特
徴と課題があるのか探求することが
できる。

・指導事項
①政治機構と国会
②裁判制度
③選挙制度
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・政治参加と公正な世論の形成，地方自治な
どに関わる現実社会の事柄や課題を基に，よ
りよい社会は，議論に参加し，意見や利害の
対立状況を調整して合意を形成することなど
を通して築かれるものであることについて理
解している。
【思考・判断・表現】
・資源の効率的な配分などについて，効率性
と公平性の観点から多面的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・司法参加の意義，政治参加と公正な世論の
形成，地方自治などに関わる現実社会の事柄
や課題といった現代の諸課題を主体的に解決
しようとしている。

〇 〇 〇 6

Ｈ 現代の経済社会
【知識及び技能】
・商品の価格はどのようなしくみで
決められているのか理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・財政や租税の持つ様々な役割につ
いて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・納税者としての立場から租税の在
り方について探求することができ
る。

・指導事項
①市場のしくみ
②金融、日本銀行の役割
③財政と租税
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・財政及び租税の役割，市場経済の機能と限
界などに関わる現実社会の事柄や課題を基
に，公正かつ自由な経済活動を行うことを通
して資源の効率的な配分が図られることなど
について理解している。
【思考・判断・表現】
・自立した主体として解決が求められる具体
的な主題を設定し，その主題の解決に向けて
事実を基に協働して考察したり構想したりし
たことを，論拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・財政及び租税の役割，市場経済の機能と限
界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄
や課題といった現代の諸課題を主体的に解決
しようとしている。

〇 〇 〇 9

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

定期考査 〇 〇 1
I 日本経済の特質と国民生活
【知識及び技能】
・日本経済はどのように成長してき
たのか理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・消費者行政の内容を知り，契約の
権利と責任の関係を考察することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・職場環境や労働者の諸権利に関し
て，どのような課題があるのか探求
することができる。

・指導事項
①日本経済の成長と課題
②消費者問題
③労働問題
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・公正かつ自由な経済活動を行うことを通し
て資源の効率的な配分が図られること，市場
経済システムを機能させたりする役割を政府
などが担っていることことについて理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・日本経済の状況や消費者の権利と責任など
について，自由と義務の観点から整理し，自
分の意見をまとめ、適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，消費者の権
利と責任，現実社会の事柄や課題といった現
代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

〇 〇 〇 10

定期考査 〇 〇 1

３
学
期

J 国際政治の動向と課題
【知識及び技能】
・国際政治や国際法とはどのような
ものか理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・民族をめぐる対立は，なぜ生じる
のか考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・難民や国内避難民について主体的
に追究して，その支援等に寄与する
ことができるかなど，意欲的に解決
しようとしている。

・指導事項
①国際社会と国際法
②国際連合
③人種・民族問題
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・現実社会の事柄や課題を基に，相互に対等
なものとして尊重される主権国家の行動を規
律し国際間の秩序をつくり出す国際法の意義
と役割，国際貢献を含む国際社会における我
が国の役割について理解している。
【思考・判断・表現】
・国際政治や国際法はどのようなものなの
か，国内政治や国内法との違いに着目してま
とめるなど，論拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国家主権，我が国の安全保障と防衛，国際
貢献を含む国際社会における我が国の役割な
どに関わる現実社会の事柄や課題といった現
代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

〇 〇 〇 6

K 国際経済の動向と課題
【知識及び技能】
・ヒト・モノ・カネが自由に移動し
た結果，世界はこれまで以上に緊密
化したことを理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・貿易の動向はどのように変化して
きているのか資料に基づいて考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・外国為替市場における需要と供給
の関係を探求することができる。

・指導事項
①貿易と国際収支
②外国為替市場のしくみ
③国際経済のつながりと課題
・教材
　教科書
　ワークシート
　Formsを活用した課題
　1人1台端末を活用した課題　等

【知識・技能】
・世界経済がより緊密に結び付き，国際社会
において相互依存関係が一層深まっているこ
と，国際社会における貧困や格差が解消され
ていない状況やこれらの解決が地球的な課題
であることについて理解している。
【思考・判断・表現】
・自由貿易が世界全体の発展に寄与するとい
う仮説が適切かどうか，協働的に考察し，そ
れを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済のグローバル化と相互依存関係の深ま
りなどに関わる現実社会の事柄や課題といっ
た現代の諸課題を主体的に解決しようとして
いる。

〇 〇 〇 6

定期考査

〇 〇

1

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

数学 数学Ⅱ

数や式を多面的に見たり目的に応じて適切に変形したりする力，論理的に考察し表現する力，事象を的
確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した
問題について，適切な手法を選択して考察を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身につけるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式
が成り立つことなどについて論理的に考察す
る力，座標平面上の図形について構成要素間
の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡
潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を
論理的に考察したりする力，関数関係に着目
し，事象を的確に表現してその特徴を数学的
に考察する力，関数の局所的な変化に着目
し，事象を数学的に考察したり，問題解決の
過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

数学 数学Ⅱ 4

東京書籍　数学Ⅱ　standard
数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数と式についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

A 多項式・分数式の計算
【知識及び技能】
・3次式の乗法公式及び因数分解の
公式・二項定理を活用できること。
・分数式の計算ができること。
【思考力、判断力、表現力等】
・多項式の除法や分数式の四則演算
の方法について数の計算と関連付け
て，多面的に考察させること。
【学びに向かう力、人間性等】
・3次の乗法公式及び因数分解の公
式，パスカルの三角形や二項定理に
関心をもたせること。

・指導事項
○ 多項式の乗法と因数分解，二項
定理　　　○ 多項式の除法
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・3次の乗法公式及び因数分解の公式を用いて
計算することができる。
・二項定理を活用して，整式の一般項を求め
ることができる。
・多項式の除法や分数式の四則計算について
理解し，簡単な場合について計算することが
できる。
【思考・判断・表現】
・3次の乗法公式や因数分解の公式を既に学習
した数と式の計算と関連付けて多面的に考察
することができる。
・多項式の除法や分数式の四則計算の方法に
ついて数の計算と関連付けて，考察すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・3次の乗法公式や因数分解の公式を既に学習
した数と式の計算と関連付けて多面的に考え
ようとしている。
・多項式の除法や分数式の四則計算の方法に
ついて数の計算と関連付けて，考えようとし
ている。

○ ○ ○ 12

B 2次方程式
【知識及び技能】
・数を複素数まで拡張する意義を理
解し，複素数の四則計算について計
算することができること。
・2次方程式の解の公式や判別式を
理解し，2次方程式の解を求めた
り，解の判別ができること。
・解と係数の関係を用いて，2次方
程式の解の和や積などを求めること
ができること。

【思考力、判断力、表現力等】
・具体例を用いて，　　　　である
ことを確かめられること。
・複素数の必要性や意味を，負の数
の平方根と関連付けて考察できるこ
と。
・2次方程式の解と係数にはどのよ
うな関係があるのかを考察し，表現
できること。
【学びに向かう力、人間性等】
・複素数の四則計算について複素数
の性質を活用させること。
・複素数の必要性や意味を考えさせ
ること。
2次方程式の解と係数の関係にはど
のような関係があるのかを考えさせ
ること。

・指導事項
○ 複素数とその計算
○ 解の公式
○ 解と係数の関係
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
　数を複素数まで拡張する意義を理解し，複
素数の四則計算について計算することができ
る。
・2次方程式の解の公式や判別式の意味を理解
し，2次方程式の解を求めたり，解を判別した
りすることができる。
・解と係数の関係を用いて，2次方程式の解の
和や積などを求めることができる。
【思考・判断・表現】
・複素数の四則計算について考察することが
できる。
・複素数の必要性や意味を，負の数の平方根
と関連付けて考察することができる。
・2次方程式の解と係数にはどのような関係が
あるのかを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複素数の四則計算について複素数の性質を
活用して，考えようとしている。
・複素数の必要性や意味を，負の数の平方根
と関連付けて考えようとしている。
・2次方程式の解と係数にはどのような関係が
あるのかを考えようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査

𝑖2 = −1



C 高次方程式
【知識及び技能】
・剰余の定理や因数定理を用いて，
多項式の因数分解や除法における余
りを求められること。
・因数定理や因数分解を利用して，
高次方程式が解けること。
【思考力、判断力、表現力等】
・因数定理を多項式の除法と関連付
けて考察させること。
【学びに向かう力、人間性等】
・因数定理を多項式の除法と関連付
けて考えさせること。

・指導事項
○ 因数定理と簡単な高次方程式
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・剰余の定理や因数定理を理解し，多項式の
因数分解や除法における余りを求めることが
できる。
・因数定理や因数分解を利用して，高次方程
式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・因数定理を多項式の除法と関連付けて考察
することができる。
・高次方程式を利用して具体的な問題を解決
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・因数定理を多項式の除法と関連付けて考え
ようとしている。

○ ○ ○ 11

１
学
期

D 恒等式・不等式の証明
【知識及び技能】
・等式について理解を深めさせ、恒
等式となるような値を求められるこ
と。　　　　　　　　・不等式の証
明の仕方を理解させること。
【思考力、判断力、表現力等】
・等式が恒等式であるための条件を
考察させること。
・等式が成り立つことを論理的に考
察し，証明することができるように
すること。
・相加平均と相乗平均の関係を利用
して，不等式が成り立つことを証明
することができるようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
・不等式が成り立つことを証明しよ
うとさせること。
・整数を代入して，相加平均と相乗
平均の関係が成り立つことを確かめ
ようとすること。

・指導事項
○ 恒等式
○ 不等式の証明
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・等式について理解を深め，恒等式となるよ
うな値を求めることができる。
・不等式の性質を用いた不等式の証明の仕方
について理解している。
【思考・判断・表現】
・等式が恒等式であるための条件を考察する
ことができる。
・等式が成り立つことを論理的に考察し，証
明することができる。
・相加平均と相乗平均の関係を利用して，不
等式が成り立つことを証明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な方程式と対比させて，等式が恒等
式であるための条件を考えようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

D 点と直線
【知識及び技能】
・座標平面上の点について理解し，
2点間の距離を求められること。
・数直線上における線分及び座標平
面上における線分について，内分・
外分する点及び座標が求められるこ
と。
・点と直線の距離について理解し，
その長さを求められること。
【思考力、判断力、表現力等】
・数直線上における線分及び座標平
面上における線分について，内分・
外分する点及び座標を考察させるこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
・与えられた条件を用いて，平面上
の直線の方程式を求めたり，点と直
線の距離を求めようとさせること。
・座標平面上の図形について，方程
式を活用して，図形の性質について
証明しようとさせること。

・指導事項
○ 2点間の距離
○ 内分点・外分点
○ 直線の方程式
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・座標平面上の点について理解し，2点間の距
離を求めることができる。
・数直線上で線分を内分・外分する点及び座
標平面上の線分を内分・外分する点の座標を
求めることができる。
・与えられた条件を用いて，平面上の直線の
方程式を求めることができる。
・点と直線の距離について理解し，その長さ
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・数直線上で線分を内分・外分する点及び座
標平面上の線分を内分・外分する点の座標を
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・座標平面上の図形について構成要素間の関
係に着目し，方程式を活用して，図形の性質
について証明しようとしている。

○ ○ ○ 13

D 円
【知識及び技能】
・与えられた条件をより，円の方程
式を求められること。
・円の接戦の方程式が求められるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・与えられた方程式がどんな図形を
表すのか，判断できるようにするこ
と。　　　　　　　　　　　　　・
円と直線の位置関係を，判別式や点
と直線の距離を活用して説明できる
ようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
・円と直線の位置関係を，判別式や
点と直線の距離を活用しようとさせ
ること。

・指導事項
○ 円の方程式
○ 円と直線
○ 軌跡と領域
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・理解】
・与えられた条件を用いて，円の方程式を求
めることができる。
・円の接線の方程式を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・与えられた方程式がどのような図形を表す
か，判断することができる。
・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線
の距離を活用して説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線
の距離を活用して考えようとしている。

○ ○ ○ 14



○ 1

D 三角関数・加法定理
【知識及び技能】
・一般核に対する三角関数の定義を
理解させ，三角関数の値を求められ
るようにすること。
・三角関数のグラフについて理解さ
せ，簡単な三角関数のグラフがかけ
るようにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・座標や符号を変えたときの道化が
あらわす角と三角関数の値との関係
が説明できるようにすること。
・三角関数の式とグラフの関係につ
いて多面的に考察できるようにする
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
・座標や符号を変えたときの道化が
あらわす角と三角関数の値との関係
が説明させること。

・指導事項
○ 一般角と弧度法
○ 三角関数
○ 三角関数の性質
○ 三角関数のグラフ
○ 三角関数を含む方程式・不等式
○ 加法定理とその応用
○ 三角関数の合成
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

２
学
期

定期考査
○

【知識・技能】
・一般角に対する三角関数の定義を理解し，
三角関数の値を求めることができる。
・三角関数のグラフの特徴について理解し，
与えられた三角関数のグラフをかくことがで
きる。　　　　　　　　　　　　　　　・三
角関数の性質や単位円，グラフなどを用い
て，三角関数を含む方程式や不等式を解くこ
とができる。
・三角関数の加法定理について理解し，与え
られた三角関数の値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・座標を入れかえたり，符号を変えたりした
ときの動径が表す角と三角関数の値との関係
を考察したり，説明したりすることができ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
三角関数の式とグラフの関係について多面的
に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・座標を入れかえたり，符号を変えたりした
ときの動径が表す角と三角関数の値との関係
を考えたり，説明したりしようとしている。

○ ○ ○ 14

D 指数関数・対数関数
【知識及び技能】
・指数を拡張する意義を理解し，指
数法則を用いて数や式の計算ができ
るようにすること。
・指数関数を含む方程式や不等式が
解けるようにすること。
・対数の意味と基本性質を理解さ
せ，簡単な対数の値を計算できるよ
うにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・累乗根の定義から，累乗根の基本
的な性質について証明することがで
きるようにすること。
・指数関数を用いて，数の大小を判
断できるようにすること。
・指数と対数を相互に関連付けて考
察させること。
【学びに向かう力、人間性等】
・指数と対数の意義を考えさせるこ
と。
・指数関数と対数関数の関係につい
て考えようとさせること。

・指導事項
○ 指数の拡張
○ 指数関数とそのグラフ
○ 対数とその性質
○ 対数関数とそのグラフ
○ 常用対数
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・理解】
・指数を正の整数から有理数へ拡張する意義
を理解し，指数法則を用いて数や式の計算を
することができる。
・指数関数の性質を理解し，指数関数を含む
方程式や不等式を解くことができる。
・対数の意味とその基本的な性質について理
解し，簡単な対数の値を計算することができ
る。
・常用対数の値を用いて，整数の桁数や小数
の位について求めることができる。
【思考・判断・表現】
・累乗根の定義から，累乗根の基本的な性質
について証明することができる。
・指数関数の性質を用いて，2つの数の大小を
判断することができる。
・指数と対数を相互に関連付けて考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・指数関数の値の変化やグラフの特徴につい
て，表や式，グラフを相互に関連付けて多面
的に考えようとしている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1



・指導事項
○ 原始関数
○ 定積分
○ 面積
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・理解】
・原始関数について理解し，関数の不定積分
を求めることができる。
・定積分の性質を用いて，定積分の値を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
・定積分の性質を用いて，定積分を計算する
方法について考察することができる。
・積分の考えを利用して，面積を求める方法
を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積分の考えを利用して，2つの曲線の間の面
積を求める方法について考えようとしてい
る。
・微分と積分で学んだことを，具体的な事象
の考察に活用しようとしている。

○ ○ ○

14

合計

140

３
学
期

D 微分法
【知識及び技能】
・導関数の定義にしたがって、関数
の導関数を求められるようにするこ
と。　　　　　　・関数の導関数に
ついて計算できるようにすること。
・関数の増加，減少及び極値を調
べ，グラフの概形をかけるようにす
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
・導関数のグラフから，もとのグラ
フの形状を考察できるようにするこ
と。
・関数の増減やグラフを活用して，
具体的な事象に関する問題を解決で
きるようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な事象から導関数について
考えようとさせること。

・指導事項
○ 導関数
○ 導関数の計算
○ 関数のグラフと増減
・教材
○ 東京書籍 数学Ⅱ standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・理解】
・導関数の定義にしたがって，関数の導関数
を求めることができる。
・関数の導関数について計算することができ
る。　　　　・関数とその導関数の関係を理
解し，関数の増加，減少及び極値を調べ，グ
ラフの概形をかくことができる。
【思考・判断・表現】
・導関数のグラフから，もとのグラフがどの
ような形状になるかを考察することができ
る。　　　　　　　　　　　　　・関数の増
減やグラフを活用して，具体的な事象に関す
る問題を解決することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象から導関数について考えよう
としている。
・導関数の定義を利用して，関数の定数倍，
和及び差の導関数について簡単に求める方法
を考えようとしている。

○ ○ ○ 18

D 積分法
【知識及び技能】
・関数の不定積分を求められるよう
にすること。
・定積分の値を求められるようにす
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
・定積分の性質を用いて，定積分を
計算する方法について考察させるこ
と。　　　　・積分の考えを利用し
て，面積を求める方法を考察させる
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
・積分の考えを利用して，2つの曲
線の面積を求める方法を考えさせる
こと。　　　　・微分と積分で学ん
だことを，具体的な事象の考察に活
用しようとさせること。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 4 組～ 5 組 （理系のみ）
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

A 数列
【知識及び技能】
数列の概念及び数列についての基本
的な用語の意味を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・等差数列の初項から第n項までの
和の求め方に興味をもち，それがn
を用いて表せることを理解するこ
と。
・等比数列の初項から第n項までの
和の求め方に興味をもち，それがn
を用いて表せることを理解するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
　等差数列について関心を深め，一
般項anを初項a，公差dを使って表せ
ることを理解すること。

・指導事項
○ 数列
○ 等差数列
○ 等差数列の和
○ 等比数列
○ 等比数列の和
・教材
○ 東京書籍 数学B standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・等差数列と等比数列について理解し，それ
らの一般項や和を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・事象から離散的な変化を見いだし，それら
の変化の規則性を数学的に表現し考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさを
認識し，問題解決にそれらを活用しようとし
たり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。

○ ○ ○ 10

数学 数学B
数学 数学B 2

東京書籍　数学Ⅱ　standard

数列，統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と社会生活の関わりについて認識を深め，事象
を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学
的に表現し考察する力，確率分布や標本分布
の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断
したり，標本調査の方法や結果を批判的に考
察したりする力，日常の事象や社会の事象を
数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数と式についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数や式を多面的に見たり目的に応じて適切に変形したりする力，論理的に考察し表現する力，事象を的
確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した
問題について，適切な手法を選択して考察を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学B
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ 1
定期考査

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1
B いろいろな数列
【知識及び技能】
　記号Σの意味と性質を理解し，自
然数の累乗の和をΣを用いて表すこ
とができること。

【思考力、判断力、表現力等】
　階差数列や数列の和から一般項を
求めたり，群数列などの少し複雑な
数列の一般項や和を表すことができ
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら階差数列や数列の和から一般
項を求めるために，工夫することが
できること。

・指導事項
○ 数列の和と記号Σ
○ 色々な数列
・教材
○ 東京書籍 数学B standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
　いろいろな数列の一般項や和を求める方法
について理解している。
【思考・判断・表現】
　事象の再帰的な関係に着目し，日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え，数列の考
えを問題解決に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 14

１
学
期

２
学
期

C 漸化式と数学的帰納法
【知識及び技能】
・数学的帰納法について理解させる
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
　自然数nを用いて表された命題
を，数学的帰納法を用いて証明でき
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　数学的帰納法を用いて不等式を証
明しようとすること。

・指導事項
○ 漸化式
○ 数学的帰納法
・教材
○ 東京書籍 数学B standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・数列の帰納的定義について理解し，漸化式
を扱うことができる。
・漸化式について理解し，事象の変化を漸化
式で表したり，簡単な漸化式で表された数列
の一般項を求めたりすることができる。
【思考・判断・表現】
数学的帰納法について理解し，等式などの証
明に利用できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数学的帰納法を用いて不等式を証明しよう
とする。

○ ○ ○ 13

定期考査



定期考査
○ ○ 1

○ ○ 13

D 標本調査・確率分布
【知識及び技能】
・標本調査に関する意義を認識し，
基本的な性質や抽出法，用語などに
ついて理解させること。
・確率変数aX+bの平均や分散，標準
偏差の性質を用いて，平均や分散な
どを求められること。
・確率変数の和の平均や，独立な確
率変数の積の平均，和の分散を求め
られるようにすること。
・二項分布の確率や分散，標準偏差
を求められること。
【思考力、判断力、表現力等】
・Xの1次式で表される確率変数につ
いて，分散や標準偏差がどのように
表されるかを考察させること。
・独立である確率変数X，Yの積XYの
平均と，X，Yの平均にどのような関
係があるかを考察させること。
・二項分布の平均と分散がどのよう
になるかを考察させること。
【学びに向かう力、人間性等】
・Xの1次式で表される確率変数につ
いて，分散や標準偏差がどのように
表されるかを考えさせること。
・二項分布を利用して，平均と分散
がどのようになるかを考えさせるこ
と。

・指導事項
○ 標本調査
○ 確率分布
○ 確率変数の平均と分散の性質
○ 確率変数の和と積
○ 二項分布
・教材
○ 東京書籍 数学B standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・技能】
・標本調査に関する意義を認識し，基本的な
性質や抽出法，用語などについて理解してい
る。　　　　　　　・確率変数aX＋bの平均や
分散，標準偏差の性質を用いて，平均や分散
などを求めることができる。
・確率変数の和の平均や，独立な確率変数の
積の平均，和の分散を求めることができる。
・二項分布の確率や分散，標準偏差を求める
ことができる。
【思考・判断・表現】
・Xの1次式で表される確率変数について，分
散や標準偏差がどのように表されるかを考察
することができる。
・独立である確率変数X，Yの積XYの平均と，
X，Yの平均にどのような関係があるかを考察
することができる。
・二項分布の平均と分散がどのようになるか
を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・Xの1次式で表される確率変数について，分
散や標準偏差がどのように表されるかを考え
ようとしている。
・二項分布を利用して，平均と分散がどのよ
うになるかを考えようとしている。

○

合計

70

D 正規分布，統計的な推測
【知識及び技能】
・連続分布について理解し，その確
率を求められること。
・正規分布に従うときの確率を求め
られること。
・二項分布を正規分布で近似して確
率を求められること。
・母集団分布を活用して母平均や母
分散，母標準偏差を求めたり，標本
平均の平均や分散，確率を求められ
ること。
【思考・判断・表現】
・試験の得点の分布が正規分布に従
うことを利用して，生徒の人数を考
察させること。
・一般の正規分布を標準化すること
で，標準正規分布に従うことを説明
できるようにすること。
・信頼度95%の信頼区間と比較し
て，信頼度99%の信頼区間について
考察させること。
【主体的に学習に取り組む態度】
・標本平均の平均と分散が，母平均
や母分散とどのような関係があるか
を考えようとさせること。
・信頼度95%の信頼区間と比較し
て，信頼度99%の信頼区間について
考えようとさせること。

・指導事項
○ 正規分布
○ 母平均の推定
○ 仮説検定
・教材
○ 東京書籍 数学B standard
・一人１台端末の活用
○ 確認テスト，課題配信

【知識・理解】
・連続分布について理解し，その確率を求め
ることができる。
・正規分布に従うときの確率を求めることが
できる。
・二項分布を正規分布で近似して確率を求め
ることができる。
・母集団分布を活用して母平均や母分散，母
標準偏差を求めたり，標本平均の平均や分
散，確率を求めたりすることができる。
【思考・判断・表現】
・試験の得点の分布が正規分布に従うことを
利用して，生徒の人数を考察することができ
る。
・一般の正規分布を標準化することで，標準
正規分布に従うことを説明することができ
る。
・信頼度95%の信頼区間と比較して，信頼度
99%の信頼区間について考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・標本平均の平均と分散が，母平均や母分散
とどのような関係があるかを考えようとして
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　・
信頼度95%の信頼区間と比較して，信頼度99%
の信頼区間について考えようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ 1

２
学
期



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
科目 の目標：

「考える物理基礎」（啓林館）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】 基礎的な原理・法則を理解し，観察・実験を通して理科的な探究技能を身につける。

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，
実験などを行うことを通して，科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・現象につい
ての理解を深め，科学的な自然観を育成する。

自然の事物・現象について科学的に探究しようとする態度を養う。
物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【知識・技能】
　力の性質や運動の3法則がわかる。
【思考・判断・表現】
　力の性質や運動方程式を理解し、物体にか
かる力や物体の運動について考えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　力のはたらき方や性質に興味を持ち、積極
的に調べようとしている。

○ ○ ○ 13

定期考査

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の
運動と様々なエネルギーについて理解するとと
もに、科学的に探究するために必要な観察・実
験などに関する基本的 な技能を身に付ける。

物体の運動と様々なエネルギーに関する観
察・実験などを行い、科学的に探究する過程
を通して、情報の収集、仮説の設定、実験の
計画、実験による検証、実験データの分析・
解釈、法則性の導出などの探究の方法を習得
する。

物体の運動と様々なエネルギーに対して主体
的に関わり、それらに対する気付きから課題
を設定し解決しようとする態度など、科学的
に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

２
学
期

仕事とエネルギー
【知識及び技能】
　仕事や力学的エネルギーについて
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　仕事率や仕事の原理、力学的エネ
ルギーについて説明できるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に仕事の性質力学的エネル
ギーについて理解しようとする姿勢
を養う。

・第1部　第3章「仕事とエネル
ギー」

【知識・技能】
　仕事や力学的エネルギーについて基本的な
知識や実験方法を身につけている。
【思考・判断・表現】
　仕事や力学的エネルギーについて基本的な
計算をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　仕事や力学的エネルギーがどのような意味
を持つのか調べようとしている。

○ ○ ○ 8

熱とエネルギー
【知識及び技能】
　熱の変換や移動について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　公式を用いて熱の変換や移動を表
現できるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に熱の変換や移動について
考えようとする姿勢を養う。

・第2部　第1章「熱とエネル
ギー」

【知識・技能】
　熱や温度が何であるか理解し、正しい操作
で実験ができる。
【思考・判断・表現】
　熱・エネルギー・仕事を関連付けて物質の
熱のやり取りを考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱運動・物理量としての熱を理解し、積極
的に調べようとしている。

○ ○ ○ 6

１
学
期

・物体の運動
【知識及び技能】
　物体の運動の表し方について理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物体の運動を公式等で定量的に扱
えるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に物体の運動を理解しようと
する姿勢を養う。

・第1部　第1章「物体の運動」 【知識・技能】
　物体の基本的な運動がわかる。
【思考・判断・表現】
　物体の基本的な運動について考えることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の運動に興味を持ち、積極的に調べよ
うとしている。

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○ 1

力と運動
【知識及び技能】
　物体にはたらく力と、力のつりあ
いを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動方程式を立てられるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に力の性質や運動方程式を
理解しようとする姿勢を養う。

・第1部　第2章「力と運動」

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1



波の性質
【知識及び技能】
　波の性質について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　波の独立性や定常波について理解
し、媒質の振動と関連付けて考える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に波の性質について理解し
ようとする姿勢を養う。

・第3部　第1章「波の性質」 【知識・技能】
　縦波と横波の違いや反射波の違いについて
理解し、それに関する実験・観察を正しい操
作で行うことができる。
【思考・判断・表現】
　波の移動における周波数や位相について、
媒質の振動と関連付けて説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　波とは何か、媒質をどのように伝わるかに
興味をもち、積極的に調べようとしている。

○ ○ ○ 6

交流と電磁波
【知識及び技能】
　電流の種類や発電機、モーターの
仕組みについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電流と磁気を関連付けて発電個の
原理を理解できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に電流の種類や利用例につ
いて考えようとする姿勢を養う。

・第4部　第2章「交流と電磁波」 【知識・技能】
　電磁波の種類やそれぞれの違いについて理
解している。
【思考・判断・表現】
　電流や電磁波がその様相によって様々に呼
び変えられていることについて考えることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　電磁波の種類や発電機・モーターの仕組み
について積極的に調べ、考えようとしてい
る。

○ ○ ○ 5

エネルギーとその利用
【知識及び技能】
　エネルギー資源が変換される仕組
みを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　多様なエネルギー資源を電気エネ
ルギーに変換する仕組みを考えるこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近なエネルギー資源の利用例に
ついて積極的に知ろうとする姿勢を
養う。

・第5部　第1章「エネルギーとそ
の利用」

【知識・技能】
　再生可能エネルギーと枯渇性エネルギーの
違い、原子力エネルギーの原理について理解
している。
【思考・判断・表現】
　多様なエネルギー資源を利用する過程を理
解し、電気エネルギーに変換する仕組みを考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　エネルギーの利用や、放射線の種類や性質
について調べようとしている。

○ ○ ○ 3

定期考査

音
【知識及び技能】
　音の伝わり方や共鳴の性質を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　音について、弦や気柱の性質と関
連付けて考えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に音波の伝わり方や弦の振
動や気柱の共鳴について調べようと
する姿勢を養う。

・第3部　第2章「音」 【知識・技能】
　音の三要素などの性質を理解し、正しい操
作で実験ができる。
【思考・判断・表現】
　音波の性質や様々な音について考えること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　音源の振動による現象について積極的に調
べ、考えようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

物理基礎が拓く世界
【知識及び技能】
　物理基礎で学んだ事柄が日常生活
や科学技術と結びついていることを
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な技術が物理によって支えら
れていることを考えられるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　物理学が日常のどのような場面に
活用されているか積極的に知ろうと
する姿勢を養う。

・第5部　第2章「物理が拓く世
界」

【知識・技能】
　物理学が医療・情報通信・地震から建築物
を守る技術などに応用されていることがわか
る。
【思考・判断・表現】
　様々な技術が物理学によって支えられてい
ると考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物理学が日常生活で利用される様々な技術
に活用されていることを調べようとしてい
る。

○ ○ ○

2

合計

70

３
学
期

静電気と電流
【知識及び技能】
　静電気と電子の関係、オームの法
則について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電子の性質を静電気や電気抵抗と
関連付けて説明することができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に電子の性質やオームの法
則について調べようとする姿勢を養
う。

・第4部　第1章「静電気と電流」 【知識・技能】
　電荷と電気量の関係やオームの法則につい
てわかる。
【思考・判断・表現】
　自由電子の動きと発生する熱を関連付けて
オームの法則を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　電気に関わる法則に興味をもち、静電気の
原理や導体・絶縁体等について調べようとし
ている。

○ ○ ○ 5



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 3

 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動
の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって
運動を豊かに継続することができるようにする
ため，運動の多様性や体力の必要性について理
解するとともに，それらの技能を身に付けるよ
うにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任
を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に，健康・安全を確保して，生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を
身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝える力を養う

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

B 体つくり運動
【知識及び技能】
(1)次の運動を通して，体を動かす
楽しさや心地よさを味わい，運動を
継続する意義，体の構造，運動の原
則などを理解するとともに，健康の
保持増進や体力の向上を目指し，目
的に適した運動の計画を立て取り組
むこと。
ア 体ほぐしの運動では，手軽な運
動を行い心と体は互いに影響し変化
することや心身の状態に気付き，仲
間と自主的に関わり合うこと。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)体つくり運動に自主的に取り組
むとともに，互いに助け合い教え合
おうとすること，一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとす
ること，話合いに貢献しようとする
ことなどや，健康・安全を確保する
こと。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○体を動かす楽しさや心地よさを味わう
○ 運動を継続する意義，体の構造，運動の原
則などを理解する
○目的に適した運動の計画を立て取り組む
　
【思考・判断・表現】
自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える

【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に自主的に取り組む
・互いに助け合い教え合おうとする
・ 一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
しようとする
・話合いに貢献しようとする
・健康・安全を確保する ○ ○ ○ 7



１
学
期

F剣道及び柔道
(剣道、柔道、ダンスより通年選択)

【知識及び技能】
(1)次の運動について，技を高め勝
敗を競う楽しさや喜びを味わい，伝
統的な考え方，技の名称や見取り稽
古の仕方，体力の高め方などを理解
するとともに，基本動作や基本とな
る技を用いて攻防を展開することが
できるようにする。
ア 柔道では，相手の動きの変化に
応じた基本動作や基本となる技，連
絡技を用いて，相手を崩して投げた
り，抑えたりするなどの攻防をする
こと。
イ 剣道では，相手の動きの変化に
応じた基本動作や基本となる技を用
いて，相手の構えを崩し，しかけた
り応じたりするなどの攻防をするこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)攻防などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)武道に自主的に取り組むととも
に，相手を尊重し，伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の
仕方，体力の高め方などを理解している。
○基本動作や基本となる技を用いて攻防を展
開しようとしている。
　※柔道
・ 相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技，連絡技を用いて，相手を崩して投
げたり，抑えたりするなどの攻防をしてい
る。
※剣道
・ 相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技を用いて，相手の構えを崩し，しか
けたり応じたりするなどの攻防をしている。

【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・武道に自主的に取り組もうとしている。
・ 相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切
にしようとしている。
・自己の責任を果たそうとしている。
・ 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。
・健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○

11



１
学
期

11

C ダンス
(剣道、柔道、ダンスより通年選択)
【知識及び技能】
(1)次の運動について，感じを込め
て踊ったり，みんなで自由に踊った
りする楽しさや喜びを味わい，ダン
スの名称や用語，踊りの特徴と表現
の仕方，交流や発表の仕方，運動観
察の方法，体力の高め方などを理解
するとともに，イメージを深めた表
現や踊りを通した交流や発表をする
こと。
ア 創作ダンスでは，表したいテー
マにふさわしいイメージを捉え，個
や群で，緩急強弱のある動きや空間
の使い方で変化を付けて即興的に表
現したり，簡単な作品にまとめたり
して踊ること。
イ フォークダンスでは，日本の民
踊
ようや外国の踊りから，それらの踊
り方の特徴を捉え，音楽に合わせて
特徴的なステップや動きと組み方で
踊ること。
ウ 現代的なリズムのダンスでは，
リズムの特徴を捉え，変化とまとま
りを付けて，リズムに乗って全身で
踊ること。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)表現などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)ダンスに自主的に取り組むとと
もに，互いに助け合い教え合おうと
すること，作品や発表などの話合い
に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じた表現や役割を大切に
しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 感じを込めて踊ったり，みんなで自由に
踊ったりする楽しさや喜びを味わう
○ ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の
仕方，交流や発表の仕方，運動観察の方法，
体力の高め方などを理解する
○ イメージを深めた表現や踊りを通した交流
や発表をする
【思考・判断・表現】
　表現などの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える
【主体的に学習に取り組む態度】
・ダンスに自主的に取り組む
・互いに助け合い教え合おうとする
・作品や発表などの話合いに貢献しようとす
る
・ 一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○



E球技
【知識及び技能】
（1）次の運動について，勝敗を
競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの
多様な楽しさや喜びを味わい，技術
などの名称や行い方，体力の高め
方，課題解決の方法，競技会の仕方
などを理解するとともに，作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲー
ムを展開すること。
ア ゴール型では，状況に応じた
ボール操作と空間を埋めるなどの動
きによって空間への侵入などから攻
防をすること。
イ ネット型では，状況に応じた
ボール操作や安定した用具の操作と
連携した動きによって空間を作り出
すなどの攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
（2）生涯にわたって運動を豊かに
継続するためのチームや自己の課題
を発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己やチームの考えたことを他
者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
（3）球技に主体的に取り組むとと
もに，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，合意形成に貢献しよ
うとすること，一人一人の違いに応
じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い高め合おう
とすることなどや，健康・安全を確
保
すること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○ 技術の名称や行い方，体力の高め方，運動
観察の方法などを理解する
○ 作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開する
　※ゴール型
・ 安定したボール操作と空間を作りだすなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をする
　※ネット型
　　・ 役割に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空いた場所
を
めぐる攻防をする

【思考・判断・表現】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組む
・フェアなプレイを大切にしようとする
・作戦などについての話合いに貢献しようと
する
・ 一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとする
・互いに助け合い教え合おうとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○ 10

D 水泳
【知識及び技能】
(1)次の運動について，記録の向上
や競争の楽しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体力の高め方，
運動観察の方法などを理解するとと
もに，効率的に泳ぐこと。
ア クロールでは，手と足の動き，
呼吸のバランスを保ち，安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだり
すること。
イ 平泳ぎでは，手と足の動き，呼
吸のバランスを保ち，安定したペー
スで長く泳いだり速く泳いだりする
こと。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)泳法などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝えるこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)水泳に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとす
ること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや，水泳の事故防止に関する心
得
を遵守するなど健康・安全を確保す
ること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わう
○ 技術の名称や行い方，体力の高め方，運動
観察
の方法などを理解する
○ 効率的に泳ぐ
　※クロール
・ 手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安
定したペースで長く泳いだり速く泳いだり
する
　※平泳ぎ
・ 手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安
定したペースで長く泳いだり速く泳いだりす
る

【思考・判断・表現】
　泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたことを他者に伝
える

【主体的に学習に取り組む態度】
・水泳に自主的に取り組む
・ 勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとする
・自己の責任を果たそうとする
・ 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとする
・ 水泳の事故防止に関する心得を遵守するな
ど健康・安全を確保する

○ ○ ○ 11

１
学
期

定期考査



２
学
期

F剣道及び柔道

【知識及び技能】
(1)次の運動について，技を高め勝
敗を競う楽しさや喜びを味わい，伝
統的な考え方，技の名称や見取り稽
古の仕方，体力の高め方などを理解
するとともに，基本動作や基本とな
る技を用いて攻防を展開することが
できるようにする。
ア 柔道では，相手の動きの変化に
応じた基本動作や基本となる技，連
絡技を用いて，相手を崩して投げた
り，抑えたりするなどの攻防をする
こと。
イ 剣道では，相手の動きの変化に
応じた基本動作や基本となる技を用
いて，相手の構えを崩し，しかけた
り応じたりするなどの攻防をするこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)攻防などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)武道に自主的に取り組むととも
に，相手を尊重し，伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕
方，体力の高め方などを理解している。
基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開
しようとしている。
　※柔道
・ 相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技，連絡技を用いて，相手を崩して投
げたり，抑えたりするなどの攻防をしてい
る。
※剣道
・ 相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技を用いて，相手の構えを崩し，しか
けたり応じたりするなどの攻防をしている。

【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・武道に自主的に取り組もうとしている。
・ 相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切
にしようとしている。
・自己の責任を果たそうとしている。
・ 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。
・健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○

20

C ダンス
【知識及び技能】
(1)次の運動について，感じを込め
て踊ったり，みんなで自由に踊った
りする楽しさや喜びを味わい，ダン
スの名称や用語，踊りの特徴と表現
の仕方，交流や発表の仕方，運動観
察の方法，体力の高め方などを理解
するとともに，イメージを深めた表
現や踊りを通した交流や発表をする
こと。
ア 創作ダンスでは，表したいテー
マにふさわしいイメージを捉え，個
や群で，緩急強弱のある動きや空間
の使い方で変化を付けて即興的に表
現したり，簡単な作品にまとめたり
して踊ること。
イ フォークダンスでは，日本の民
踊
ようや外国の踊りから，それらの踊
り方の特徴を捉え，音楽に合わせて
特徴的なステップや動きと組み方で
踊ること。
ウ 現代的なリズムのダンスでは，
リズムの特徴を捉え，変化とまとま
りを付けて，リズムに乗って全身で
踊ること。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)表現などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)ダンスに自主的に取り組むとと
もに，互いに助け合い教え合おうと
すること，作品や発表などの話合い
に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じた表現や役割を大切に
しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 感じを込めて踊ったり，みんなで自由に
踊ったりする楽しさや喜びを味わう
○ ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の
仕方，交流や発表の仕方，運動観察の方法，
体力の高め方などを理解する
○ イメージを深めた表現や踊りを通した交流
や発表をする
【思考・判断・表現】
　表現などの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える
【主体的に学習に取り組む態度】
・ダンスに自主的に取り組む
・互いに助け合い教え合おうとする
・作品や発表などの話合いに貢献しようとす
る
・ 一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○



２
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E球技
【知識及び技能】
（1）次の運動について，勝敗を
競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの
多様な楽しさや喜びを味わい，技術
などの名称や行い方，体力の高め
方，課題解決の方法，競技会の仕方
などを理解するとともに，作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲー
ムを展開すること。
ア ゴール型では，状況に応じた
ボール操作と空間を埋めるなどの動
きによって空間への侵入などから攻
防をすること。
イ ネット型では，状況に応じた
ボール操作や安定した用具の操作と
連携した動きによって空間を作り出
すなどの攻防をすること。
ウ ベースボール型では，状況に応
じたバット操作と走塁での攻撃，安
定したボール操作と状況に応じた守
備などによって攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
（2）生涯にわたって運動を豊かに
継続するためのチームや自己の課題
を発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己やチームの考えたことを他
者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
（3）球技に主体的に取り組むとと
もに，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，合意形成に貢献しよ
うとすること，一人一人の違いに応
じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い高め合おう
とすることなどや，健康・安全を確
保
すること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○ 技術の名称や行い方，体力の高め方，運動
観察の方法などを理解する
○ 作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開する
　※ゴール型
・ 安定したボール操作と空間を作りだすなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をする
　※ネット型
　　・ 役割に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空いた場所
を
めぐる攻防をする
　　※ベースボール型
・ 安定したバット操作と走塁での攻撃，ボー
ル操作と連携した守備などによって攻防をす
る

【思考・判断・表現】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組む
・フェアなプレイを大切にしようとする
・作戦などについての話合いに貢献しようと
する
・ 一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとする
・互いに助け合い教え合おうとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○ 18

H体育理論
【知識及び技能】
ア スポーツの文化的特性や現代の
スポーツの発展について理解するこ
と。
（ｱ）スポーツは，人類の歴史とと
もに始まり，その理念が時代に応じ
て多様に変容してきていること。ま
た，我が国から世界に普及し，発展
しているスポーツがあること。
（ｲ）現代のスポーツは，オリン
ピックやパラリンピック等の国際大
会を通して，国際親善や世界平和に
大きな役割を果たし，共生社会の実
現にも寄与していること。また，
ドーピングは，フェアプレイの精神
に反するなど，能力の限界に挑戦す
るスポーツの文化的価値を失わせる
こと。
（ｳ）現代のスポーツは，経済的な
波及効果があり，スポーツ産業が経
済の中で大きな影響を及ぼしている
こと。また，スポーツの経済的な波
及効果が高まるにつれ，スポーツの
高潔さなどが一層求められること。
（ｴ）スポーツを行う際は，スポー
ツが環境や社会にもたらす影響を考
慮し，多様性への理解や持続可能な
社会の実現に寄与する責任ある行動
が求められること。，
【思考力、判断力、表現力等】
イ スポーツの文化的特性や現代の
スポーツの発展について，課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝えるこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
ウ スポーツの文化的特性や現代の
スポーツの発展についての学習に自
主的に取り組むこと。

・指導事項
・教材
・ワークシート記入

○ スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について理解する
　※ スポーツは，人類の歴史とともに始ま
り，その理念が時代に応じて多様に変容して
きていること。また，我が国から世界に普及
し，発展しているスポーツがあること
　※ 現代のスポーツは，オリンピックやパラ
リンピック等の国際大会を通して，国際親善
や世界平和に大きな役割を果たし，共生社会
の実現にも寄与していること。また，ドーピ
ングは，フェアプレイの精神に反するなど，
能力の限界に挑戦するスポーツの文化的価値
を失わせること
　※ 現代のスポーツは，経済的な波及効果
があり，スポーツ産業が経済の中で大きな影
響を及ぼしていること。また，スポーツの経
済的な波及効果が高まるにつれ，スポーツの
高潔さなどが一層求められること
　※ スポーツを行う際は，スポーツが環境
や社会にもたらす影響を考慮し，多様性への
理解や持続可能な社会の実現に寄与する責任
ある行動が求められること

○ ○ ○ 4
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F剣道及び柔道
【知識及び技能】
(1)次の運動について，技を高め勝
敗を競う楽しさや喜びを味わい，伝
統的な考え方，技の名称や見取り稽
古の仕方，体力の高め方などを理解
するとともに，基本動作や基本とな
る技を用いて攻防を展開することが
できるようにする。
ア 柔道では，相手の動きの変化に
応じた基本動作や基本となる技，連
絡技を用いて，相手を崩して投げた
り，抑えたりするなどの攻防をする
こと。
イ 剣道では，相手の動きの変化に
応じた基本動作や基本となる技を用
いて，相手の構えを崩し，しかけた
り応じたりするなどの攻防をするこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)攻防などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)武道に自主的に取り組むととも
に，相手を尊重し，伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕
方，体力の高め方などを理解している。
基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開
しようとしている。
　※柔道
・ 相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技，連絡技を用いて，相手を崩して投
げたり，抑えたりするなどの攻防をしてい
る。
※剣道
・ 相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技を用いて，相手の構えを崩し，しか
けたり応じたりするなどの攻防をしている。

【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・武道に自主的に取り組もうとしている。
・ 相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切
にしようとしている。
・自己の責任を果たそうとしている。
・ 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。
・健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○

10

C ダンス
【知識及び技能】
(1)次の運動について，感じを込め
て踊ったり，みんなで自由に踊った
りする楽しさや喜びを味わい，ダン
スの名称や用語，踊りの特徴と表現
の仕方，交流や発表の仕方，運動観
察の方法，体力の高め方などを理解
するとともに，イメージを深めた表
現や踊りを通した交流や発表をする
こと。
ア 創作ダンスでは，表したいテー
マにふさわしいイメージを捉え，個
や群で，緩急強弱のある動きや空間
の使い方で変化を付けて即興的に表
現したり，簡単な作品にまとめたり
して踊ること。
イ フォークダンスでは，日本の民
踊
ようや外国の踊りから，それらの踊
り方の特徴を捉え，音楽に合わせて
特徴的なステップや動きと組み方で
踊ること。
ウ 現代的なリズムのダンスでは，
リズムの特徴を捉え，変化とまとま
りを付けて，リズムに乗って全身で
踊ること。

【思考力、判断力、表現力等】
(2)表現などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
(3)ダンスに自主的に取り組むとと
もに，互いに助け合い教え合おうと
すること，作品や発表などの話合い
に貢献しようとすること，一人一人
の違いに応じた表現や役割を大切に
しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 感じを込めて踊ったり，みんなで自由に
踊ったりする楽しさや喜びを味わう
○ ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の
仕方，交流や発表の仕方，運動観察の方法，
体力の高め方などを理解する
○ イメージを深めた表現や踊りを通した交流
や発表をする
【思考・判断・表現】
　表現などの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える
【主体的に学習に取り組む態度】
・ダンスに自主的に取り組む
・互いに助け合い教え合おうとする
・作品や発表などの話合いに貢献しようとす
る
・ 一人一人の違いに応じた表現や役割を大切
にしようとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○



C 陸上競技
【知識及び技能】
（1）次の運動について，記録の向
上や競争の楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法などを理解する
とともに，各種目特有の技能を身に
付けること。
ア長距離走では，自己に適したペー
スを維持して走ること。
【思考力、判断力、表現力等】
（2）動きなどの自己や仲間の課題
を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
（3）陸上競技に自主的に取り組む
とともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとする
ことなどや，健康・安全を確保する
こと。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わう
○ 技術の名称や行い方，体力の高め方，運動
観察の方法などを理解する
○ 各種目特有の技能を身に付ける
　
【思考・判断・表現】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
る

【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組む
・ 勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとする
・自己の責任を果たそうとする
・ 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切
にしようとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○ 8

球技
【知識及び技能】
（1）次の運動について，勝敗を
競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの
多様な楽しさや喜びを味わい，技術
などの名称や行い方，体力の高め
方，課題解決の方法，競技会の仕方
などを理解するとともに，作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲー
ムを展開すること。
ア ゴール型では，状況に応じた
ボール操作と空間を埋めるなどの動
きによって空間への侵入などから攻
防をすること。
イ ネット型では，状況に応じた
ボール操作や安定した用具の操作と
連携した動きによって空間を作り出
すなどの攻防をすること。
ウ ベースボール型では，状況に応
じたバット操作と走塁での攻撃，安
定したボール操作と状況に応じた守
備などによって攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
（2）生涯にわたって運動を豊かに
継続するためのチームや自己の課題
を発見し，合理的，計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己やチームの考えたことを他
者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
（3）球技に主体的に取り組むとと
もに，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，合意形成に貢献しよ
うとすること，一人一人の違いに応
じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い高め合おう
とすることなどや，健康・安全を確
保
すること。

・指導事項
・個人ワーク
・グループワーク
・学習カード記入

【知識・技能】
○ 勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○ 技術の名称や行い方，体力の高め方，運動
観察の方法などを理解する
○ 作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開する
　※ゴール型
・ 安定したボール操作と空間を作りだすなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をする
　※ネット型
　　・ 役割に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空いた場所
を
めぐる攻防をする
　　※ベースボール型
・ 安定したバット操作と走塁での攻撃，ボー
ル操作と連携した守備などによって攻防をす
る

【思考・判断・表現】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組む
・フェアなプレイを大切にしようとする
・作戦などについての話合いに貢献しようと
する
・ 一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとする
・互いに助け合い教え合おうとする
・健康・安全を確保する

○ ○ ○

6

合計
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年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 保健 1
高等学校 令和５年度（２学年用） 教科 保健体育 保健

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，
合理的，計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに，目的や状況に応じて他者に伝え
る力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

「現代高等保健体育」（大修館）
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を
身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝える力を養う

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

（ｱ）健康の考え方
【知識】
㋐　国民の健康課題
　国民の健康課題について，我が国
の死亡率，受療率，平均寿命，健康
寿命など各種の指標や疾病構造の変
化を通して理解できるようにする。
その際，がん，生活習慣病，感染
症，精神疾患及び少子高齢社会にお
ける健康課題等があることについて
触れるようにする。また，健康水
準，及び疾病構造の変化には，科学
技術の発達，及び生活様式や労働形
態を含む社会の状況が関わっている
ことについて理解できるようにす
る。
㋑　健康の考え方と成り立ち
健康水準の向上，疾病構造の変化に
伴い，個人や集団の健康についての
考え方も変化してきていることにつ
いて理解できるようにする。このこ
とを，疾病や症状の有無を重視する
健康の考え方や，生活の質や生きが
いを重視する健康の考え方などを例
として理解できるようにする。それ
らを踏まえて免疫，遺伝，生活行動
などの主体要因と，自然，経済，文
化，保健・医療サービスなどの環境
要因が互いに影響し合いながら健康
の成立に関わっていることについて
理解できるようにする。
㋒　健康の保持増進のための適切な
意思決定や行動選択と環境づくり
健康を保持増進するには，ヘルスプ
ロモーションの考え方に基づき，適
切な意思決定や行動選択により，疾
病等のリスクを軽減することを含
め，自らの健康を適切に管理するこ
とが必要であるとともに，環境づく
りが重要であることを理解できるよ
うにする。　また，適切な意思決定
や行動選択には，個人の知識，価値
観，心理状態，及び人間関係などを
含む社会環境が関連していることを
理解できるようにする。その際，適
切な意思決定や行動選択を行うに
は，十分に情報を集め，思考・判断
すること，行動に当たっては自分な
りの計画・評価を行うこと，及び社
会的な影響に適切に対処することな
どが重要であることについても触れ
るようにする。　健康を保持増進す
るための環境には，自然環境，及び
政策や制度，地域活動などの様々な
社会環境があることを理解できるよ
うにする。また，一人一人が健康
に関心をもち，健康に関する適切な
環境づくりに関わっていくことが必
要であることにも触れるようにす
る。　なお， ウの内容は，「保
健」の内容全体に関わるものであ
「思考・判断・表現力等」
・現代社会と健康における事象や情
報などについて，健康に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他
や社会の課題を発見
すること。
・国民の健康課題について，我が国
の健康水準の向上や疾病構造の変化
に関するデータや資料に基づいて分
析し，生活の質の向上に向けた課題
解決の方法をヘルスプロモーション
の考え方を踏まえて整理すること。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア　現代社会と健康について理解を深めるこ
と。
（ｱ）健康の考え方
　　・国民の健の健康課題
　　・主体と環境の相互作用
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。
　
　
　
　

○ ○ ○ 6



２
学
期

（ｲ）現代の感染症とその予防
【知識】
　感染症は，時代や地域によって自
然環境や社会環境の影響を受け，発
生や流行に違いが見られることを理
解できるようにする。その際，交通
網の発達により短時間で広がりやす
くなっていること，また，新たな病
原体の出現，感染症に対する社会の
意識の変化等によって，腸管出血性
大腸菌（Ｏ 157 等）感染症，結核
などの新興感染症や再興感染症の発
生や流行が見られることを理解でき
るようにする。　また，感染症のリ
スクを軽減し予防するには，衛生的
な環境の整備や検疫，正しい情報の
発信，予防接種の普及など社会的な
対策とともに，それらを前提とした
個人の取組が必要であることを理解
できるようにする。その際，エイズ
及び性感染症についても，その原
因，及び予防のための個人の行動選
択や社会の対策について理解できる
ようにする。
【思考・判断・表現】
・感染症の発生や流行には時代や地
域によって違いがみられることにつ
いて，事例を通して整理し，感染の
リスクを軽減するための個人の取組
及び社会的な対策に応用すること。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア　現代社会と健康について理解を深めるこ
と。
（ｲ）現代の感染症とその予防
　　・ 個人の取組及び社会的な対策
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。

○ ○ ○

7

（ｳ）生活習慣病などの予防と回復
【知識】
　がん，脳血管疾患，虚血性心疾
患，高血圧症，脂質異常症，糖尿病
などを適宜取り上げ，これらの生活
習慣病などのリスクを軽減し予防す
るには，適切な運動，食事，休養及
び睡眠など，調和のとれた健康的な
生活を続けることが必要であるこ
と，定期的な健康診断やがん検診な
どを受診することが必要であること
を理解できるようにする。　その
際，がんについては，肺がん，大腸
がん，胃がんなど様々な種類があ
り，生活習慣のみならず細菌やウイ
ルスの感染などの原因もあることに
ついて理解できるようにする。がん
の回復においては，手術療法，化学
療法（抗がん剤など），放射線療法
などの治療法があること，患者や周
囲の人々の生活の質を保つことや緩
和ケアが重要であることについて適
宜触れるようにする。　また，生活
習慣病などの予防と回復には，個人
の取組とともに，健康診断やがん検
診の普及，正しい情報の発信など社
会的な対策が必要であることを理解
できるようにする。なお，日常生活
にスポーツを計画的に取り入れるこ
とは生活習慣病などの予防と回復に
有効であること，また，運動や食事
について性差による将来の健康課題
があることについて取り上げるよう
配慮する。
「思考・判断・表現」
・生活習慣病などの予防と回復につ
いて，習得した知識を基に自他の生
活習慣や社会環境を分析し，リスク
の軽減と生活の質の向上に必要な個
人の取組や社会対策を整理するこ
と。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア　現代社会と健康について理解を深めるこ
と。
（ｳ）生活習慣病などの予防と回復
　　・ 運動，食事，休養及び睡眠の調和のと
　　　　れた生活
　　・ 疾病の早期発見及び社会的な対策
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。

○ ○ ○



２
学
期

（ｴ）喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
【知識】
㋐　喫煙，飲酒と健康
　喫煙や飲酒は，生活習慣病などの
要因となり心身の健康を損ねること
を理解できるようにする。その際，
周囲の人々や胎児への影響などにも
触れるようにする。　また，喫煙や
飲酒による健康課題を防止するに
は，正しい知識の普及，健全な
価値観の育成などの個人への働きか
け，及び法的な整備も含めた社会環
境への適切な対策が必要であること
を理解できるようにする。その際，
好奇心，自分自身を大切にする気持
ちの低下，周囲の人々の行動，マス
メディアの影響，ニコチンやエチル
アルコールの薬理作用などが，喫煙
や飲酒の開始や継続の要因となるこ
とにも適宜触れるようにする。
㋑　薬物乱用と健康
　コカイン，MDMA などの麻薬，覚
醒剤，大麻，など，薬物の乱用は，
心身の健康，社会の安全などに対し
て深刻な影響を及ぼすことから，決
して行ってはならないことを理解で
きるようにする。その際，危険ド
ラッグの問題があることにも適宜触
れるようにする。　また，薬物乱用
を防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観や規範意識の育成
などの個人への働きかけ，及び法的
な規制や行政的な対応など社会環境
への対策が必要であることを理解で
きるようにする。その際，薬物乱用
の開始の背景には，自分の体を大切
にする気持ちや社会の規範を守る意
識の低下，周囲の人々からの誘い，
断りにくい人間関係，インターネッ
トを含む薬物を手に入れやすい環境
などがあることにも適宜触れるよう
にする。
「思考・判断・表現」
・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止につ
いて，我が国のこれまでの取組を個
人への働きかけと社会環境への対策
の面から分析したり，諸外国と比較
したりして，防止策を評価するこ
と。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア　現代社会と健康について理解を深めるこ
と
（ｴ）喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
　　・個人や社会環境への対策
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。

○ ○ ○

7



7

３
学
期

（ｵ）精神疾患の予防と回復
㋐　精神疾患の特徴
　精神疾患は，精神機能の基盤とな
る心理的，生物的，または社会的な
機能の障害などが原因となり，認
知，情動，行動などの不調により，
精神活動が不全になった状態である
ことを理解できるようにする。　ま
た，うつ病，統合失調症，不安症，
摂食障害などどを適宜取り上げ，誰
もが罹
り患しうること，若年で発症する疾
患が多いこと，適切な対処により回
復し生活の質の向上が可能であるこ
となどを理解できるようにする。
その際，アルコール，薬物などの物
質への依存症に加えて，ギャンブル
等への過剰な参加は習慣化すると嗜
癖行動になる危険性があり，日常生
活にも悪影響を及ぼすことに触れる
ようにする。
㋑　精神疾患への対処
　精神疾患の予防と回復には，身体
の健康と同じく，適切な運動，食
事，休養及び睡眠など，調和のとれ
た生活を実践すること，早期に心身
の不調に気付くこと，心身に起こっ
た反応については体ほぐしの運動な
どのリラクセーションの方法で
ストレスを緩和することなどが重要
であることを理解できるようにす
る。　また，心身の不調時には，不
安，抑うつ，焦燥，不眠などの精神
活動の変化が，通常時より強く，持
続的に生じること，心身の不調の早
期発見と治療や支援の早期の開始に
よって回復可能性が高まることを理
解できるようにする。その際，自殺
の背景にはうつ病をはじめとする精
神疾患が存在することもあることを
理解し，できるだけ早期に専門家に
援助を求めることが有効であること
にも触れるようにする。　さらに，
人々が精神疾患について正しく理解
するとともに，専門家への相談や早
期の治療などを受けやすい社会環境
を整えることが重要であること，偏
見や差別の対象ではないことなどを
理解できるようにする。
【思考・判断・表現】
・精神疾患の予防と回復について，
習得した知識を基に，心身の健康を
保ち，不調に早く気付くために必要
な個人の取組や社会的な対策を整理
すること。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア　現代社会と健康について理解を深めるこ
と
（ｵ）精神疾患の予防と回復
　　・ 運動，食事，休養及び睡眠の調和のと
　　　　れた生活
　　・疾病の早期発見及び社会的な対策
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。

○ ○ ○



３
学
期

（ｱ）安全な社会づくり
【知識・技能】
㋐　事故の現状と発生要因
　事故は，地域，職場，家庭，学校
など様々な場面において発生してい
ること，
事故の発生には，周りの状況の把握
及び判断，行動や心理などの人的要
因，気象
条件，施設・設備，車両，法令，制
度，情報体制などの環境要因などが
関連して
いることを理解できるようにする。
㋑　安全な社会の形成
　事故を防止したり事故の発生に伴
う傷害等を軽減したりすることを目
指す安全な社会の形成には，交通安
全，防災，防犯などを取り上げて，
法的な整備などの環境の整備，環境
や状況に応じた適切な行動などの個
人の取組，及び地域の連携などが必
要であることを理解できるようにす
る。
　その際，乳幼児，高齢者，障害
者，妊婦などの安全には，特に支援
が必要な場合があることに触れるよ
うにする。
㋒　交通安全
　交通事故を防止するには，自他の
生命を尊重するとともに，自分分自
身の心身の状態や周りの環境，車両
の特性などを把握すること，及び個
人の適切な行動，交通環境の整備が
必要であることを理解できるように
する。また，交通事故には補償をは
じめとする法的責任などが生じるこ
とを理解できるようにする。　その
際，将来，二輪車及び自動車などの
運転者として，交通社会の一員とな
ることもあることを考慮し，運転者
としての責任，加害事故の防止や事
故発生時の適切な対処が必要である
という視点を重視する。
【思考・判断・表現】
・安全な社会生活における事象や情
報などについて，安全に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他
や社会の課題を発見すること。
・安全な社会づくりにについて，
様々な事故や災害の事例から，安全
に関する情報を整理し，環境の整備
に応用すること。
・交通安全について，習得した知識
を基に，事故につながる危険を予測
し回避するための自他や社会の取組
を評価すること。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア 　安全な社会生活について理解を深めると
ともに，応急手当を適切にすること。
　（ｱ）安全な社会づくり
　　・環境の整備と個人の取組
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。

○ ○ ○ 7



３
学
期

（ｲ）応急手当
【知識及び技能】
㋐　応急手当の意義
　適切な応急手当は，傷害や疾病の
悪化を防いだり，傷病者の苦痛を緩
和したりすることを理理解できるよ
うにする。また，自他の生命や身体
を守り，不慮の事故
災害に対応できる社会をつくるに
は，一人一人が適切な連絡・通報や
運搬も含む応急手当の手順や方法を
身に付けるとともに，自ら進んで行
う態度が必要であること，さらに，
社会の救急体制を適切に利用するこ
とが必要であることを理解できるよ
うにする。
㋑　日常的な応急手当
　日常生活で起こる傷害や，熱中症
などの疾病の際には，それに応じた
体位の確保・止血・固定などの基本
的な応急手当の方法や手順があるこ
とを，実習を通して理解し，応急手
当ができるようにする。
㋒　心肺蘇生法
　心肺停止状態においては，急速に
回復の可能性が失われつつあり，速
やかな気道確保，人工呼吸，胸骨圧
迫，AED（自動体外式除細動器）の
使用などが必要であること，及び方
法や手順について，実習を通して理
解し，AED などを用いて心肺蘇生法
ができるようにする。　その際，複
数人数で対処することがより有効で
あること，胸骨圧迫を優先すること
について触れるようにする。　な
お，指導に当たっては，呼吸器系及
び循環器系の機能については，必要
に応じ関連付けて扱う程度とする。
また，「体育」における水泳などと
の関連を図り，指導の効果を高める
よう配慮
するものとする。
【思考・判断・表現】
・応急手当について，習得した知識
や技能を事故や災害で生じる傷害や
疾病に関連付けて，悪化防止のため
の適切な方法に応用すること。

・指導事項
・学習プリント

【知識】
ア 　安全な社会生活について理解を深めると
ともに，応急手当を適切にすること。
　（ｲ）応急手当
　　・傷害や疾病の悪化の軽減
　　・正しい手順や方法
　　・応急手当の速やかな実施
【思考・判断・表現】
イ 　安全な社会生活について，安全に関する
原則や概念に着目して危険の予測やその回避
の方法を考え，それらを表現すること。

○ ○ ○

8
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年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書： ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

MUOSA1
芸術（音楽）

【 知　識　及　び　技　能 】
 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付
けるようにする。

芸術（音楽） 音楽Ⅱ
芸術（音楽） 音楽Ⅱ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑賞 評価規準 知 思 態

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い，豊かな情操を培う。

音楽Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに，創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫
することや，音楽を評価しながらよさや美し
さを自ら味わって聴くことができるようにす
る。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む
とともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，
音楽によって生活や社会を明るく豊かなもの
にしていく態度を養う。

〇

【学びに向かう力、人間性等】
自分や社会にとっての音楽の意味や価値が理
解できる。

配
当

時
数

A 歌唱
【知識及び技能】
　歌唱表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら，自己のイ
メージをもって歌唱表現を創意工夫
することができる。

・指導事項
・小さな空

〇

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背
景との関わりが理解できる。

〇 10

A 器楽
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を得た
り生かしたりしながら，自己のイ
メージをもって器楽表現を創意工夫
することができる。

・指導事項
・きらきら星

〇

【思考力、判断力、表現力等】
曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との
関わりが理解できる。

〇 10

〇

【学びに向かう力、人間性等】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
が理解できる。

〇

6

〇 6

２
学
期

A 歌唱
【知識及び技能】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，
身体の使い方などができる。

・指導事項
・野ばら

〇

【知識及び技能】
他者との調和を意識して歌う技能を身に付け
ている。

〇 〇 14

A 器楽
【思考力、判断力、表現力等】
曲想と楽器の音色や奏法との関わり
が理解できる。

・指導事項
・キーボード

〇

【思考力、判断力、表現力等】
表現形態の特徴を生かして演奏する技能を身
に付けている。

〇

A 鑑賞
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞に関わる知識を得たり生かした
りしながら，考え，音楽のよさや美
しさを自ら味わって聴くこと。

・指導事項
・サウンドオブミュージック

合
計
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14

３
学
期

A 創作
【知識及び技能】
音楽を形づくっている要素及び音楽
に関する用語や記号などについて，
音楽における働きと関わらせて理解
することができる。
　

・指導事項
・楽典

〇

【知識及び技能】
音素材，音を連ねたり重ねたりしたときの響
き，音階や音型などの特徴及び構成上の特徴
について，表したいイメージと関わらせて理
解することができる。 〇 〇 10

A 鑑賞
【学びに向かう力、人間性等】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景，
他の芸術との関わりを理解できる。

・指導事項
・天使にラブソングを



年間授業計画

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・

彫 デ 映

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創
意工夫し，創造的に表すことができるようにす
る

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美
術の働きなどについて考え，主題を生成し創造的に
発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美
術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることが
できるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，
生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと
もに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態
配
当
時

数

「高校生の美術２」(日本文教出版)

芸術
芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術
文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする.
造形的な視点を豊かにするために必要な知識と、表現における創造的に表す技能を育む。

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。表現における発想や
構想と、鑑賞における見方や感じ方を育む。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊か
な情操を培う。主体的に取り組み、生涯にわたって美術を愛好する心情、豊かな感性を育む。

美術Ⅱ
美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね生活や

社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のように育成することを目指す。

○ ○ 2

紙の特性を生かして伝える
【知識及び技能】
　目的や機能に基づいて、材料や技
法などの特性を理解し、効果的な表
現方法を創意工夫し、計画や手順を
考え、制作の見通しをもって主題を
追求してして創造的に表現してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　紙の特性とグリーティングカード
の目的、機能や用途と造形的な美し
さとの調和を考え、主題を生成し、
表現形式の特性と、形や色彩、質感
などの造形要素の働きを考え、創造
的な表現の構想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
　紙の特性を生かして、何気ない日
常を彩るカードをデザインすること
に興味を持ち、主体的に主題を生成
し、造形要素の働きを考え、制作の
見通しをもって構想を練り表現して
いる。

・教科書作品を、紙の特性の活か
し方、形や色の工夫の観点などか
ら鑑賞し、分析し、それぞれの作
品に使われている紙の特性と表現
の工夫について理解する。
・紙の特性を考えながら、場面や
贈る相手を考え、アイデアを練
る。
・折る、切る、貼る、穴を開け
る、紙の種類を考えるなど、場面
に合わせて工夫をする。
・伝えたい内容と相手に合わせて
アイデアを決め、紙の特性を生か
したカードを制作する。
・自らの制作過程を振り返り、対
象に伝えるための表現の工夫につ
いて分析する。
・他者の作品を鑑賞し、対象に伝
えるための表現の工夫について考
察する。

〇 〇

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 

〇 〇 〇 6

１
学
期

オリエンテーション/自画像
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 

○

文化祭ポスター
【知識及び技能】
　意図に応じてアクリルガッシュの
技法や特性を生かし、計画や手順を
吟味して見通しをもって表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　文化祭のテーマや参考資料を基に
感性や想像力を働かせて主題を生成
し、表現形式の特性、形や色などの
造形要素の働きを考えて創造的な表
現の構想を練る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ポスターによる伝達の表現に関心
を持ち、表現効果を工夫して構想を
練り、見通しをもって表現する。

・教科書の参考作品を鑑賞し、イ
ラスト、文字(キャッチコピー)の
配置や配色など、ポスターを構成
する要素とその効果について知
る。
・文化祭のテーマを基に全体構想
を練る。
・複数のアイデアスケッチの中か
ら、アイデア複合したり絞ったり
し、より詳細なアイデアスケッチ
を作成。
・レタリングレイアウト
・下描き
・配色計画、彩色
・完成したポスターを相互に鑑賞
する。

〇 〇

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 〇 〇 〇 10



１
学
期

２
学
期

油彩画
【知識及び技能】
　油絵具という材料や用具の特性を
理解し、目的や意図に応じて特性や
効果を生かしながら、形体、色彩、
質感、空間などを表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
　対象をしっかり観察して、感じ
取ったことや考えたことなどから主
題を生成し表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　油絵具という材料や用具の特性や
効果を主体的に生かし、表現方法を
巣おい工夫しながら主題を追求して
表現しようとしている。

・手をよく観察し、そのよさや美
しさ、不思議さや面白さを再発見
し、描きたいポーズを探し出す。
・いろいろな方向や角度から手を
観察し、スケッチしながら手の魅
力を表すための構図を考え、表し
方の構図を練る。
・スケッチを基に手をよく観察し
ながら下描きをする。
・油絵具の特性を生かして形や
色、陰影などを効果的に表すため
の構想を練る。
・自らの制作過程を振り返り、作
品の表現意図と表現の工夫につい
て分析する。
・他社の作品を鑑賞し、主題と表
現の工夫について考察する。

〇 〇

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 

〇

生物を空想して表す
【知識及び技能】
　想像力を豊かに働かせ、主題に
合った表現方法を追求し、試行錯誤
しながら創意工夫して想像的に表現
している。
【思考力、判断力、表現力等】
　想像する生き物の能力や性格、生
息場所などを設定して主題を生成
し、形態や色彩などを工夫して想像
的な表現の構想を練る。
【学びに向かう力、人間性等】
　想像した生き物を表現することに
関心を持ち、主体的に主題を生成し
て構想を練ったり、表現を創意工夫
したりする。

・教科書の参考作品を鑑賞し、作
者が想像した生き物の能力や性
格、生息場所など、独自性や表現
の工夫について読み取る。
・空想の生き物を発想、構想す
る。
・アイデアスケッチを描く。
・想像した生き物をはにわねんど
で立体に表す。
・完成した作品を相互に鑑賞す
る。

〇 〇

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 

〇 〇 〇 8

〇 〇 14

年賀状(木版画)
【知識及び技能】
　意図に応じて材料や用具の特性を
生かし、表現方法を工夫して、創意
工夫し、主題を追求している。
【思考力、判断力、表現力等】
　感じ取ったことや考えたことから
主題を生成し、表現形式の特性を生
かして、形体、構成などを工夫して
創造的な表現の構想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
　版画という技法によって表現する
ことに関心を持ち、主体的に主題を
生成し、構想を練ったり、主題を追
求して表現しようとしたりしている
。

・教科書作品等を参考に、版画の
種類と特性を理解するとともに、
木版画の特性やよさについて理解
する。
・下絵を作成する。
・トレーシングペーパーに下絵を
写す。
・写した下絵を版木に裏返して置
き、カーボン紙を挟んで転写す
る。
・彫刻刀で彫る。
・刷りの準備をする。
・版木に絵具をつけ、バレンで力
を入れて刷る。
・完成した作品を互いに鑑賞しあ
う。

〇 〇

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 〇 〇 〇 14



作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 

〇 〇 〇 6

2点透視による平面構成
【知識及び技能】
　透視図の技法を用いて形を表現す
る。色の組み合わせで伝えたいデザ
インを表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の作品のテーマを自由に設
け、そのテーマを表現するために形
や色の特徴をとらえて発送すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　透視図を作図した上に自分の意図
したデザインや形を表現することに
関心をもち、制作している。

・参考作品から課題の意図と制作
手順を理解する。
・透視図で立方体や直方体、三角
柱などの作図をする。
・基本的な明暗のルール
を決めて、配色計画を立てる。明
暗は向きを決めて統一する。互い
の形で影を落とすことはしない。
・丁寧に平塗りをする。はみ出し
や汚れはホワイトで修正して完成
させる。
・互いの作品を鑑賞する。自他の
作品について特徴をまとめ講評す
る。

〇 〇

作品に完成度、密度が感じられること。課題
ごとに示される目標が満たされていること。
実習を休まないこと、熱意を持って取り組
み、提出期限を守ること
 
 
 
 
 
 
 

〇 〇 〇

10

合
計
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３
学
期

すてきなキメラ(紙版画)
【知識及び技能】
　意図に応じて材料や用具の特性を
生かし、表現方法を工夫して、創意
工夫し、主題を追求している。
【思考力、判断力、表現力等】
　感じ取ったことや考えたことから
主題を生成し、表現形式の特性を生
かして、形体、構成などを工夫して
創造的な表現の構想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
　版画という技法によって表現する
ことに関心を持ち、主体的に主題を
生成し、構想を練ったり、主題を追
求して表現しようとしたりしている
。

・教科書作品等を参考に、版画の
種類と特性を理解するとともに、
木版画の特性やよさについて理解
する。
・画用紙で版を制作する。
・刷りの準備をする。
・版に絵具をつけ、バレンで力を
入れて刷る。
・完成した作品を互いに鑑賞しあ
う。

〇



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科 芸術 書道Ⅱ
芸術 書道Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
書の表現の方法や形式，多様性などについて幅
広く理解するとともに，書写能力の向上を図
り，書の伝統に基づき，効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて
構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と
文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉
えたりする
ことができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに，感
性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通
して心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態
配
当
時

数

「書Ⅱ」（教育図書）
芸術

芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付け
るようにする。

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態
度を養い，豊かな情操を培う。

書道Ⅱ
書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，
書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

○ ○ 13

篆書の学習
【知識及び技能】
篆書の成立過程や公式書体としての
性質を再確認する。作られた経緯や
書風について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
篆書の基本点画、運筆法・表現法を
理解する。
篆書の造形を理解し基本的な造形を
理解し表現の構想に結びつける。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を
持ち、他の生徒の表現も楽しんで鑑
賞できる。

・書道用具、教科書、副教材
・泰山刻石の臨書
篆書の基本点画、運筆法・表現法
を指導する。
姓名印を作る
篆刻学習を通し、落款の大切さも
理解させる。

○ ○

【知識及び技能】
篆書の成立過程や公式書体としての性質を再
確認する。作られた経緯や書風について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
篆書の基本点画、運筆法・表現法を理解す
る。
篆書の造形を理解し基本的な造形を理解し表
現の構想に結びつける。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を持ち、他
の生徒の表現も楽しんで鑑賞できる。

○ ○ ○ 13

隷書の学習
【知識及び技能】
隷書の成立過程や公式書体としての
性質を再確認する。
作られた経緯や書風について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞・臨書し、八分特有の扁平な字
形、蔵鋒、中鋒などの用筆、また、
波磔、転折、右払い、左払いなどの
形と用筆を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を
持ち、他の生徒の表現も楽しんで鑑
賞できる。

・書道用具、教科書、副教材
・乙瑛碑の臨書
隷書の基本点画、運筆法・表現法
を指導する。

○ ○

【知識及び技能】
隷書の成立過程や公式書体としての性質を再
確認する。
作られた経緯や書風について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞・臨書し、八分特有の扁平な字形、蔵
鋒、中鋒などの用筆、また、波磔、転折、右
払い、左払いなどの形と用筆を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を持ち、他
の生徒の表現も楽しんで鑑賞できる。

○



○ ○ 14

行書の学習
【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての
性質を再確認し、行書を楷書と比較
して、点画の丸み、連続・省略など
の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞・臨書し、特徴を理解し行書を
楷書と比較して、点画の丸み、連
続・省略si表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞し、抑揚を利かせた用筆や、筆
脈により自在に変化する文字の姿を
感じ取る。
価値を理解し、その書風や文章の内
容を理解する。

風信帖の臨書（半紙）
半切の作品の作り方を学習する。

○ ○

【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての性質を再
確認し、行書を楷書と比較して、点画の丸
み、連続・省略などの特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞・臨書し、特徴を理解し行書を楷書と比
較して、点画の丸み、連続・省略si表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞し、抑揚を利かせた用筆や、筆脈により
自在に変化する文字の姿を感じ取る。
価値を理解し、その書風や文章の内容を理解
する。

○ ○ ○ 14

２
学
期

草書の学習
【知識及び技能】
草書の成立過程や通行書体としての
性質を再確認する。作られた経緯や
書風について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞・臨書し、草書の特徴である点
画の連続や省略、柔らかく丸みのあ
る用筆などを理解し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を
持ち、他の生徒の表現も楽しんで鑑
賞できる。

十七帖の臨書
草書の基本点画・運筆法を指導す
る。

○ ○

【知識及び技能】
草書の成立過程や通行書体としての性質を再
確認する。作られた経緯や書風について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞・臨書し、草書の特徴である点画の連続
や省略、柔らかく丸みのある用筆などを理解
し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を持ち、他
の生徒の表現も楽しんで鑑賞できる。

○

○ ○

16

合
計

70

３
学
期

仮名の学習
【知識及び技能】
漢字の伝来から仮名の成立に至る過
程で段階的に発生した仮名の種類を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
万葉仮名から草仮名を経て女手に至
る仮名文字の推移と、それぞれの性
質を理解し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を
持ち、他の生徒の表現も楽しんで鑑
賞できる。

高野切第一種臨書
古典作品を臨書させることで、余
白・連綿の美しさも理解させる。

○ ○

【知識及び技能】
漢字の伝来から仮名の成立に至る過程で段階
的に発生した仮名の種類を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
万葉仮名から草仮名を経て女手に至る仮名文
字の推移と、それぞれの性質を理解し表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な書の表現やその効果に関心を持ち、他
の生徒の表現も楽しんで鑑賞できる。

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語
外国語 4

英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅡ

コミュニケーション英語Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常的な話題から専門的な話題に関することま
で、
言語やその運用についての知識を身につけると
ともに、
その背景にある文化などを理解している

日常的な話題から専門的な話題に関すること
まで、英語を
聞いたり読んだりして、情報や考えなど伝え
たいことを的
確に理解している

コミュニケーションに関心をもち、間違いを
恐れず
積極的に言語活動を行い、コミュニケーショ
ンを図
ろうとしている

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

Power onⅡ　東京書籍
英語コミュニケーションⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】
日常的な話題から専門的な話題に関することまで、言語やその運用についての知識を身につけるととも
に、その背景にある文化などを理解している
日常的な話題から専門的な話題に関することまで、英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなど伝え
たいことを的確に理解している
コミュニケーションに関心をもち、間違いを恐れず積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを図
ろうとしている

○ ○

　【知識・技能】
　助動詞＋動詞の原形　受け身がわかる。
【思考・判断・表現】
　ストリートピアノが設置された経緯につ
いての紹介
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

定期考査
〇 〇 〇 〇

D 単元 Vending Machines
【知識及び技能】
関係代名詞（主格、目的格、非制限
用法　）
【思考力、判断力、表現力等】
海外のユニークな自動販売機につい
て調べ自分の意見を発表する。
【学びに向かう力、人間性等】主体
的に理解、表現しようとする姿勢を
養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇 〇 〇

○ ○ 1

C 単元 One for All,All for one.
【知識及び技能】
現在完了形、過去完了形、仮定法過
去
【思考力、判断力、表現力等】
インタビューしたい有名人について
調べ番組を作る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に理解、表現しようとする姿
勢を養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇 〇 〇

【知識・技能】
 現在完了形、過去完了形、仮定法過去が
わかる。
【思考・判断・表現】
　インタビューしたい有名人について調べ
番組作成
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

○ ○ ○ 15

○ ○ ○ 12

B 単元 Ethical Fashion
【知識及び技能】
　SVOC　使役
【思考力、判断力、表現力等】
好きなファッションブランドのエシ
カルな活動について発表する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に理解、表現しようとする姿
勢を養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
  SVOC　使役がわかる。
【思考・判断・表現】
　好きなファッションブランドのエシカル
な活動について発表
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

○ ○ ○ 13

２
学
期

D 単元 Design for connecting
【知識及び技能】
助動詞＋受け身　SVC SVO It seems
that節
【思考力、判断力、表現力等】
ブレイルノイエの利点と活用方法に
ついて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に理解、表現しようとする姿
勢を養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　助動詞＋受け身　SVC SVO It seems
that節がわかる。
【思考・判断・表現】
　ブレイルノイエの利点と活用方法につい
て発表
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

【知識・技能】
関係代名詞（主格、目的格、非制限用法が
わかる。
【思考・判断・表現】
　海外のユニークな自動販売機について調
べ自分の意見を発表
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

○ ○ ○ 12

定期考査
〇 〇 〇 〇 ○ ○ 52

１
学
期

A 単元 Play me, I'm yours.
【知識及び技能】
　助動詞＋動詞の原形　受け身
【思考力、判断力、表現力等】
ストリートピアノが設置された経緯
についてわかりやすく紹介する
【学びに向かう力、人間性等】主体
的に理解、表現しようとする姿勢を
養う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

〇 〇 〇 28



２
学
期

〇 〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　助動詞＋動詞の原形　受け身がわかる。
【思考・判断・表現】
　1990年代のアメリカ女性の就労について
の質問を考えインタビュー活動
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

D 単元 Some secrets about colors
【知識及び技能】関係代名詞（主
格、目的格、非制限用法　）
【思考力、判断力、表現力等】
色の心理的効果を考慮して部屋の壁
の色について提案する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に理解、表現しようとする姿
勢を養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　関係代名詞（主格、目的格、非制限用法
）がわかる。
【思考・判断・表現】
　色の心理的効果を考慮して部屋の壁の色
について提案
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

〇 〇 〇 28

〇 〇 〇 16

D 単元 Vending Machines
【知識及び技能】
過去完了進行形、be to、未来完了
形
【思考力、判断力、表現力等】
私たちの生活に役立つロボットの考
案発表する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に理解、表現しようとする姿
勢を養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　助動詞＋動詞の原形　受け身がわかる。
【思考・判断・表現】
　私たちの生活に役立つロボットの考案発
表
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に理解、表現しようとする姿勢

〇 〇 〇

16

合
計

140

３
学
期

D 単元 To work or Not to work
【知識及び技能】
譲歩を表す副詞節、no matter how
【思考力、判断力、表現力等】
1990年代のアメリカ女性の就労につ
いての質問を考えインタビュー活動
をする
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に理解、表現しようとする姿
勢を養う

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科　家庭 家庭総合
家庭 家庭総合 2

2

第７章
衣生活をつくる
1節　人と衣服のかかわり
【学びに向かう力、人間性等
・人はなぜ衣服を着るのか理解す
る。
・衣服が持つ機能や安全性について
の知識を身につける。
・だれもが快適な衣生活を送るため
の要因を理解する。

・季節ごとの着こなしについて考え
る。
・衣服の起源や歴史,風土に適した
衣服について知り，人はなぜ衣服を
着るのか考える。
・衣服が持つ機能や安全性などにつ
いて学ぶ。

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にとらえ，
家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわりについ
て理解を深め，生活を主体的に営むために必要な家族・家
庭，衣食住，消費や環境などについて理解しているととも
に，それらにかかわる技能を身につけている。

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
につけている。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築
に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，地域社会に参画しようとすると
ともに，自分や家庭，地域の生活を創造し，実践しよう
としている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

実教出版　家庭総合
家庭総合

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にとらえ，家族・家庭，衣食住，消費や環境など，生活
を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，それらにかかわる技能を身につけるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定，解決策を構想・実践，考察す
るなど，生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

さまざまな人々と協働し，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的に
創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭総合
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【主体的に学習に取り組む態度】
・衣生活の文化や，自分の衣生活をとりまく状
況について関心を持ち，衣生活の改善・向上に
積極的に取り組もうとする。

○ 3

6節　衣服をつくろう
【知識及び技能】
・エプロン製作を通して,衣服の構成
や基礎的な縫製技術を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・洋服と和服の違いを考える。
・日常着を製作する。エプロン製作
実習。

【知識・技能】
・エプロン製作実習を通して，基礎的なミシン
縫い・手縫いなどの縫製技術を身につけ，簡単
な日常着の作成ができる。
【思考・判断・表現】
・作品にししゅうを施すことにより，自分らし
さを表現することができる。
・作成した衣服の着装などにおいて，自分らし
く表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・エプロン製作実習において，製作活動に意欲
的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

１
学
期

家庭科を学ぶにあたって オリエンテーション
・「家庭総合」を学ぶにあたって,
学習の意義や内容,情報収集,レポー
トの書き方など学習の方法,評価の
方法を理解する。 1

第１章　これからの人生について考
えてみよう
1節　自分の未来予想図を描こう～生
涯発達と発達課題～
【知識及び技能】
・ライフステージごとの特徴・課題
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・今の自分について自己分析を行
い，未来予想図を描く。

・ライフステージにおける発達段階
について学び，現在の自分の課題を
考える。
・今の自分について自己分析を行
い，未来予想図を描く。

【知識・技能】
・自分自身について考えるワークシートや将来
についてのレポートなどを通して，自分や，人
の一生についての考えをまとめることができ
る。
【思考・判断・表現】
・人生の各ライフステージの特徴と課題につい
て知り，少子高齢社会，男女共同参画社会など
の社会状況を考えながら，自分の生活や将来に
ついて考えを深め，発表などを通じて考えを表
現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現在の自分のこと，将来の生活設計を考える
ことについて，意欲を持って取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 3

2節　これからの人生をデザインする
【知識及び技能】
・人生設計に必要な要素を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の将来とこれからの社会につ
いて考えることができるようにす
る。

・人生をデザインするうえで必要な
準備を考え，シミュレーションす
る。
・こんにちの社会背景を踏まえて，
具体的に生涯にわたる生活設計を考
える。

【知識・技能】
・自分自身や現在の社会状況を客観的に知り，
将来を見通した人生設計への課題を見つけるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・自分の近い将来についてのキャリアや生活に
ついての設計を考え，ワークなどを用いてそれ
らを具体的に描いていくことができる

○ ○

2節　衣服の素材の種類と特徴
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・衣服素材の種類,繊維の種類と特
徴,衣服素材の性能について理解し,
用途に応じた素材の選択ができるよ
うにする。
・衣服の加工技術について理解す
る。
　

・快適な衣服の特徴や機能について
考える。
・暮らしの中での衣服素材の性能と
改善について学ぶ。

【知識・技能】
・衣服の素材の種類や特徴について知識を身に
つけ，用途に応じてどんな衣服が適切か理解で
きる。
【思考・判断・表現】
・衣服の用途によって，適切な衣服素材を考
え，判断することができる。

○ ○ 2



１
学
期

4節　持続可能な衣生活をつくる
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・私たちの衣生活が環境や世界とど
のようにつながっているのかを理解
する。

・環境に配慮した衣生活について世
界の動向を学び，自分たちができる
ことを考える。

【知識・技能】
・不要となった衣類について，リサイクルに回
す，つくりかえるなど，実生活において実践す
ることができる。
【思考・判断・表現】
・現在の衣生活をとりまく状況について，自分
の衣生活を振り返りながら，課題を導き出すこ
とができる。

○ ○ 4

5節　私たちがつなぐ衣生活の文化
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・日本の和服をどのように継承して
いくか考える。
・浴衣の着つけについて学ぶ。

【知識・技能】
・和服の着装や布地について理解するととも
に，和服を活用した衣文化の伝承には，どのよ
うなものがあるかを理解できる。
【思考・判断・表現】
・日本の伝統文化である和服に関心を持ち，浴
衣の着つけに意欲的に取り組んでいる。

○ ○ 2

3節　衣服の選択から管理まで
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・衣服の表示にはどのような種類が
あるのか，なぜついているのかを理
解し，購入から洗濯などの管理に役
立てる。
・洗剤・漂白剤・防虫剤などの種類
について理解し，衣服の種類に応じ
た適切な選択や保管ができるように
する。
　

・衣服の入手から処分までの流れを
学び，衣生活の計画を考える。
・洗剤・漂白剤・防虫剤などの種類
について学ぶ。

【知識・技能】
・衣服材料の性能と特徴，衣服整理についての
科学的な知識や，縫製技術を身につけることに
よって，衣服を適切に選択し管理することがで
きる。
【思考・判断・表現】
・衣服材料・衣服整理についての基礎的な知識
を身につけ，実生活での衣服管理において，適
切な判断ができる。

〇 〇 2

期末考査
○ ○ ○ 1

2
学
期

第６章
食生活を造る
１節　人と食物のかかわり
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・食事の意義を理解する。
・日本の食文化形成および和食の特
徴を理解する。

・気候風土や宗教による食生活の違
いを学ぶ。
・世界の食について調べ，その多様
性を学ぶ。
・日本の食文化形成を知り，郷土料
理について調べる。

【知識・技能】
・各地の気候風土や宗教による食生活の違いに
ついて理解するとともに，日本の食文化の特徴
について理解できている。
【思考・判断・表現】
・地域の食文化やそれが発展してきた背景など
について，書籍や家族などから情報を収集して
調査内容をまとめることができる。

〇 〇 4

２節　私たちの食生活
【知識及び技能】
【学びに向かう力、人間性等】
・自身の食生活の現状把握と今後の
課題を理解する。
・健康で豊かな食生活をはぐくむた
めの気づきや工夫を理解する。

・食事調査を通して，各自の食生活
の問題点に気づく。
・ライフステージごとの食生活の特
徴を学ぶ。

【知識・技能】
・食事の意義や役割について，食文化や食生活
をとりまく環境から理解できる。
【思考・判断・表現】
・食文化や自分自身の食生活について関心を持
つとともに，自分や家族の食生活について意欲
的に改善・向上に努めようとする。

〇 〇 4

３節　栄養と食品のかかわり
【知識及び技能】
【学びに向かう力、人間性等】
・栄養素の種類と働きやそれぞれの
栄養素が多く含まれる食品について
の基礎的な知識を身につける。

・自身の食事から食品ごとに含まれ
る栄養素を学び，バランスの良い食
事について考える。
・食品の調理上の特性を知り，適切
な調理を考える。

５節　食事の計画と調理
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・家族の食生活の計画と管理ができ
るようになる。
・衛生と安全に配慮して，調理する
ことができるようになる。
・年齢や性別ごとに異なる一日に必
要な食事摂取量と，それを満たすた
めの食品の概量を理解する。

・食事摂取基準，食品群別摂取量な
どを用い，家族の献立作成を行う。
・調理を通して，基礎的な技術を身
につけ，食事マナーを実践する。

【知識・技能】
・栄養・食品・調理に関する基礎的な知識を生
かしながら，家族の献立を作成することができ
る。
・調理実習を通して，日常の食事づくりに必要
な調理技術を身につけ，献立作成から後かたづ
けまでの一連の流れを計画し実践できる。
【思考・判断・表現】
・栄養の機能と食品のかかわり，また食品の特
性と調理との関係において，科学的な思考を身
につけ，食品選択，栄養計算や献立作成など，
実際の食事づくりに向けての判断ができる。
・調理実習において，作業の流れを判断しなが
ら取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
調理実習においては，積極的に参加し，取り組
もうとしている。

〇 〇 〇 9

６節　これからの食生活を考える
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の食料自給率の現状を理解す
る。
・日本の食糧事情を解決するために
できることを見つける。
・情報に惑わされることなく安全な
食品を選択できるようになる。
・食の安全と環境に配慮した食生活
を送ることができるようになる。

・食品の自給率や食に関する環境問
題について考える。
・環境に配慮した食生活（食品ロス
等）について考える。
・日本の食料自給率の現状と課題に
ついて考える。

【思考・判断・表現】
・現在の日本の食生活においての課題を調査な
どから発見し，解決の方法について，自分の考
えをまとめることができる。

〇 2

【知識・技能】
・栄養・食品に関する科学的な知識や調理の技
術を身につけ，それを実際の食生活に生かすこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品と栄養，調理との関係において，科学的
な視点を持って，知識を深めようとしている。

〇 〇 6

４節　食品の選び方と安全
【知識及び技能】
・季節ごとに旬の食材があることを
理解する。
・表示の読み方を理解し，情報を正
確に把握する。
・食品を見分け，よりよい選択がで
きるようにする。
・食中毒に対する予防法を理解す
る。

・旬の食材を考え，旬の時期がなぜ
よいか学ぶ。
・食品衛生（食品の選択，食中毒，
食品添加物）について学ぶ。

【知識・技能】
・旬の食材には何があるか，なぜ旬の食材がよ
いのかを理解している。
・食中毒の予防法や，食品添加物の特徴をとら
えることで，安全な食品について理解してい
る。

〇 2

期末考査 〇 〇 〇 1



3
学
期

第9章　消費行動を考える
1節　消費行動と意思決定
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・消費行動において,意思決定のプロ
セスが重要であることを認識する。
・情報リテラシーを身につける大切
さを理解する。

・主体的な消費行動について多角的
に考える。
・情報社会における生活情報につい
て知り，その適切な活用方法につい
て考える。

【知識・技能】
・さまざまな情報を収集しながら，自分の消費
行動について検証することができる。
【思考・判断・表現】
・消費行動における意思決定の過程について，
具体的な事例を通して主体的に考え，判断する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分が一消費者であることを自覚し，物・
サービスの購入のあり方や，消費行動，消費と
環境とのかかわりについて積極的に理解しよう
とする。

〇 〇 〇 2

2節　消費生活の現状と課題
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・契約,多様な販売方法や支払い方
法,問題商法について理解する。ま
た,被害にあった場合の解決方法につ
いても理解する。

・契約，多様な販売方法や支払い方
法について学ぶ。
・問題商法による被害を未然に防
ぎ，早期解決する方法を考える。

【知識・技能】
・消費行動における意思決定の過程とその重要
性について理解でき，また契約についての知識
を身につけている。
【思考・判断・表現】
・多様化する販売方法や支払い方法について，
問題点や解決策を考え，判断することができ
る。

〇 〇 4

3節　消費者の権利と責任
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・消費者の権利と責任について理解
し,消費において自主的に行動するこ
との必要性を理解する。

・消費者被害の事例を調べ，消費者
の権利と責任を考える。
・これからの社会に求められる消費
者の自覚と，行動のあり方を検討す
る。

【知識・技能】
・消費者の権利と責任などについて理解できる
とともに，現代の消費生活の課題について認識
できる。
【思考・判断・表現】
・消費者としての自覚を持ち，消費者の権利と
責任を考えることができる。

〇 〇 2

4節　ライフスタイルと環境
【知識及び技能】
・資源・環境に配慮した生活スタイ
ルについて考え,実行できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日々の暮らしの中で，持続可能な
社会をめざした行動をすることがで
きるようになる。

・日常生活が地球環境やグローバル
社会に与える影響について考える。
・持続可能な社会の実現に向けた消
費行動について考える。

【知識・技能】
・家庭生活と資源・環境との関係についての知
識を身につけている。
【思考・判断・表現】
・消費行動と環境とのかかわりについて，生活
と関連させながら課題を見つけ，解決の方向性
を判断することができる。
・環境に関するグラフなどから，生活における
消費行動の問題点を導き出すことができる。

〇 〇 2

学年末考査 〇 〇 〇 1
合計
70

第10章　経済的に自立する
1節　暮らしと経済
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・家庭経済と国民経済，国際経済の
関係性に気づく。
・家庭の収入や支出,予算生活の必要
性について理解する。

・生活における経済と社会のかかわ
りについて学ぶ。
・収入と支出にはどのような項目が
あるのか学ぶ。
・適切な家計管理について考える。

【知識・技能】
・家庭経済・国民経済などのしくみについて理
解でき，短期・長期的経済計画の重要性を認識
できる。
【思考・判断・表現】
・現在の経済社会と家計との関係を考えなが
ら，家庭の収入・支出・預金などについて，適
切な考えを持ち，判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の経済的自立を考えながら，家庭経済・
国民経済のしくみや家計の特徴について，積極
的に理解しようとし，短期・長期の経済計画に
ついて意欲的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 3

2節　将来のライフプランニング
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・生活設計とかかわらせて,長期の経
済設計の必要性について理解する。
　

・将来のライフイベントや起こり得
るリスクと，その費用について考
え，長期的な経済
計画について学ぶ。
・金融商品の特徴と選択基準を学
ぶ。

【知識・技能】
・経済的な側面から人生設計を組み立てること
ができる。
【思考・判断・表現】
・将来のライフイベントとその費用を考えるこ
とができる。

〇 〇 2



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

科目 の目標：

合計
35

総合的な探究の時間

自分の進路を考える①
【知識・技能】
・自分の希望職種の現状を調べるこ
とができる。
【主体的な学習に取り組む態度】
・希望職種の現状から、より良くす
るための案を考えようとする。

・自分の希望進路を明確にする。
・希望進路における職業の未来につ
いて考える。
・希望職種の現状を調べる。
・進路選択の仕方を知る。

【知識・技能】
・自分の希望職種の現状が分かる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・希望職種の未来について予想し、現状におい
て何ができるか考え、発表しようとする。 〇 〇 7

３
学
期

自分の進路を考える②
【知識・技能】
・希望進路の学問における課題を見
つけることができる。
【思考力、判断力、表現力】
・希望進路の学問における課題を多
角的な視点から考えることができ
る。
【主体的な学習に取り組む態度】
・希望進路の学問における課題を見
出し、解決策を考えようとする。

・希望進路における学問の実態を調
べる。
・希望職種の未来について考え、今
の自分たちには何ができるか考え
る。

【知識・技能】
・希望進路における学問の現状が分かる。
【思考力、表現力、判断力】
希望進路の学問・職種における課題を、見出
し、情報を集め、整理・分析して、まとめ、表
現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・希望進路における学問・職種について考え、
自分の考えや思いを相手に伝わりやすく発信し
ようとする。

○ ○ ○ 8

１
学
期

「総合的な探求」を学ぶにあたって オリエンテーション
・「総合的な探求」を学ぶにあたっ
て,学習の意義や内容,情報収集,レ
ポートの書き方など学習の方法,評
価の方法を理解する。 1

地域の未来について考える①
【知識及び技能】
・未来を定義することで、将来のイ
メージ像を鮮明にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域の将来について、多角的な視
点から考える。
・地域貢献のために、自分たちに何
ができるかを考える。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の考えや思いを、相手に伝わ
りやすく発信しようとする。
・地域の将来について考え、他の地
域と比較しようとする。

・自分の将来について予想する。
・未来を定義する。
・定義した未来をもとに「足立区」
の未来を予想し、問いを立てる。
・問いにおける課題を挙げ、他の地
域と比較をする。
・問いに対する課題を解決するため
に、フィールドワークに行く。

【知識・技能】
・自分や周囲・地域の状況を分析し、問いを立
てることができる。
【思考・判断・表現】
・地域の実情からその地域の未来について、多
角的に考えることができる。
・実社会や実生活と自己の関わりから問いを見
出し、情報を集め、整理・分析して、まとめ・
表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地域の将来を考えるにあたり、フィールド
ワークを行い、新たな課題を発見しようとす
る。

○ ○ ○ 12

2
学
期

地域の未来について考える②
【知識及び技能】
・地域の未来がより良くなるために
は，何が必要か分かる。
・地域の未来を考えるために，文献
などを用いて調査できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・他者にわかりやすいように発表す
ることができる。
・自分が立てた問いに対し、多角的
な視点から解決に導くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地域の未来がより良くなるよう
に、多角的な視点から考えようとす
る。

・フィールドワークや文献などの調
査結果をパワーポイントにまとめ
る。
・中間発表を行い、改善策を見つけ
る。
・学年発表を通して、地域の未来に
ついて考える。

【知識・技能】
・自分や周囲・地域の状況を分析し、問いを立
てることができる。
【思考・判断・表現】
・地域の実情からその地域の未来について、多
角的に考えることができる。
・実社会や実生活と自己のかかわりから問いを
見出し、情報を集め、整理・分析して、まと
め・表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地域の将来について考え、自分の考えや思い
を相手に伝わりやすく発信しようとする。

〇 ○ ○ 7

【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、地域の未来を
考えようとする態度を養う。

総合的な探究の時間
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

予測できない社会の変化や新しい課題に対応するた
め、主体的に自己や社会の課題を発見し、その解決
に向けて必要な知識や技能を身につける。

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択することが
できるように、自己と社会の関わりから課題を見出し、
情報を収集し、それらを整理・分析して、多面的・多角
的に考察する力を養う。

演習や体験活動に主体的に・協働的に取り組むことによ
り、人間としての在り方・生き方に対する自覚を深め、
自己の生き方を充実させようとする態度と、よりよい社
会を実現しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科　総合
総合 総合的な探究の時間 1

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
探究の過程において、課題発見と課題解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成
し、探究の意義や価値を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、フィールドワーク等を活用
し情報を集め、整理・分析し、まとめ・表現する。


